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１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

部長 吉田 英夫 

医長 岡崎 百子 

非常勤 ５名 

  

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

常勤医２名および非常勤医師で、ＣＴ、ＭＲＩを中心とした画

像診断、読影を行っています。 

画像診断管理料Ⅰ、画像診断管理料Ⅱ、遠隔画像診断Ⅱ

等を加算しています。各診療科、各主治医との連携を密に適

正な検査および迅速な診断を行っています。 

  

３３．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

定期的に研修医・若い放射線技師に対して、ＣＴ画像、ＭＲ

Ｉ画像の診断をはじめ、放射線の基本的なことを教育・研修し

ています。 

 

４４．．次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年４月より常勤医３名、非常勤医３名になる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．．医医師師体体制制  

役役職職名名等等  氏氏名名（（ＰＰ２２００７７参参照照））  

健診センター長 小池 昭夫 

医長 照井 幸雄 

非常勤 ２９名 

※他科と重複している場合があります 

 

２２．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

特定健診、保健指導、一般健康診断、事業所健診の他、埼

玉県労働局の委託を受けて健康管理手帳所持者のじん肺・石

綿健康診断を行っています。 

 

３３．．実実績績  

（１）健康診断数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

健康づくり健診 ３１３件 

特定健診 ３,６３３件 

被ばく者健診 ６８件 

国保ドック ２,４１２件 

医療生協さいたまドック ８４９件 

じん肺健診 １４９件 

事業所健診 １０,４８７件 

協会けんぽ ６,１３６件 

職員健診 １,８３３件 

上記以外の健康診断 ５,１３２件 

合計 ３１,０１２件 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

２月 健診センターと地域医療 

７月 衛生推進者要請講習 

１月 産業医から見た教員の健康・環境問題 

 

５５．．次次年年度度にに向向けけてて  

（１）じん肺・アスベスト外来の充実を図ります。 

（２）じん肺・アスベスト関連する会議の定期開催をめざします。 
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 課長 宮﨑俊子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医療安全管理者の専従者を置き、院内医療安全管理組織

の事務局として患者と職員の安全をまもるための様々な医療

安全活動の推進を援助します。  

  

２２．．体体制制  11名名  

職職種種      

薬剤師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

①１年間に報告された「ひやりはっと事故報告」（インシデン 

ト・アクシデント報告）は、２,３４２件ありました。全ての報告 

書に対し修正処置が実施されその評価と承認が滞りなく 

行われるように、報告部門への声かけや援助を行いまし 

た。 

②日々のラウンドで事故発生部門への聞き取りや現場の確 

認、その後の対応などについて確認しました。 

③発生した医療事故のデータ集約を行い、医療安全対策 

評価カンファレンスや医療安全委員会へ情報を提供し、 

対策の必要性や内容について協議しました。 

④是正処置が必要な事例において、処置が滞ることなく実 

施できるように、是正の進捗に合わせてヒヤリングを実施 

しました。 

⑤死亡退院したケースのスクリーニングを実施し、医療事故 

調査制度の対象となり得る事例を見逃さないようにしまし 

た。 

（２）医療安全委員会（Ｐ１５２参照） 

  

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）医療安全管理者の医療安全対策に関わる研修会に参加 

７月 ・日本医療機能評価機構 認定病院患者安全推

晋進協議会主催「２０１９年度 第１回 検査・処

置・手術安全セミナー」  

９月 ・医療の質・安全学会主催「同じことを二度と起こさ

ないための医療事故調査方法の研修」 

１１月 ・埼玉県看護協会主催「第１３回埼玉医療安全大

会」 

２月 ・埼玉県医師会医主催「埼玉県医師会療安全研修

会」「医療安全につなげる勤務環境改善説明会

－働き方改革を視野に－」 

 

 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）画像関連のシステムが新規更新されていく過程で、画像 

 診断報告が確実に伝達され、監視できる仕組み作りをクオリ 

ティーマネジメントセンターで進めます。 

（２）医療安全対策における地域連携のさらなる強化が求めら 

れています。地域の病院の医療安全管理者同士の情報共 

有をさらに進め、お互いの医療安全対策を向上させていき 

ます。 

 

 

 

医医療療安安全全管管理理室室 
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                                     Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

課長 野田邦子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）医療記録・医療情報の管理。 

（２）医療の質向上につながる質指標測定・各種統計作成。 

（３）診療支援および学術研究活動支援の３つの業務を主とし 

て担いながら、クオリティマネジメントセンター（以下「ＱＭセ 

ンター」）事務局として、医療の質改善のためのＰＤＣＡサイ 

クルが動くための支援機能を果たします。 

  

２２．．体体制制  1100名名  

常勤職員 ７名  

非常勤職員 ３名 （注1） 

（注1）１名は医師アシスト業務として外科系学会が運営するＮＣＤへの 

手術症例登録録を行っています。 

■認定資格 

診療情報管理士 ６名 

診療情報技師 １名 

院内がん登録実務中級認定者 １名 

院内がん登録実務初級認定者 １名 

医療クオリティマネージャー 

（日本医療機能評価機構） 
１名 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）過去記録の取り寄せは半減しました。保管期限の経過した 

関係書類の廃棄処分をしました。医療記録の質管理に関し 

ては、記録指導者会議を開催し各職種の記録改善を支援し 

ました。記録監査は年３回、カンファレンス記録、病状説明 

の記録、診療情報提供書について行いフィードバックしまし 

た。またコピー＆ペーストの多用を防止するためのニュース 

発行と個別通知を実施しました。 

（２）健康らいぶらりにおいて「記録の読み方講座」を月３回程 

度継続し、マイかるての利用普及に努めるとともに、利用者 

交流会で出された声をニュースで広報し、医療コミュニケー 

ション改善に努めました。 

（３）医療の質改善の指標（ＱＩ）の測定からチーム医療としての 

質をサーベイし、３回のマネジメントレビューにインプット情 

報として提供しました。当室で管理している診療データのま 

とめ・分析から、いくつかの診療分野での質課題を提起しま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）実績（２０１９年１月～１２月） 

過去記録取り寄せ・貸出 ８１件（前年比４９％） 

病歴登録管理 ８,５６５件（前年比１０１%） 

退院時要約管理 
７日以内完成７５％ 

１４日以内完成９２% 

死因登録 
４４０件（入院３７１、外来５９、在宅

１０） 

診療情報検索・調査 ７２件（依頼４９、学会等２３） 

院内がん登録 ８６６件（前年比９５.４％） 

ＮＣＤ登録 ８６０件（外科６８８、乳腺１７２） 

ニュース発行 
９回（医療記録関連、ＱＭセン

ター発） 

カルテ開示 １１４件(申請６３、法照会５１) 

マイかるて新規登録 ５５３件（前年比１０１％） 

記録読み方講座 ４５人 

利用者交流会 １２人 

（５）クオリティマネジメントセンター（Ｐ１４８参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

７月 ・医療の質と指標-その測定・可視化と改善 

（２）外部研修 

①がん登録初級実務研修 １名（６月） 

②事務中堅職員研修 １名（６月） 

③全日本民医連 QI 推進士養成セミナー １名（７月） 

④がん登録中級実務研修 １名（７月） 

⑤通信講座 ４名受講・修了 

（３）部門内学習 

①民医連綱領ブックレット学習（５－９月計５回） 

②症例を読み取る（11 月） 

③時間管理（２月） 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

ＱＭセンター事務局としてデータを活用した部門・チームの

質改善活動を促進し、チーム医療の質の証としての記録の改

善を進めます。 

 

 

 

 

医医療療情情報報管管理理室室 
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 課長 宮﨑俊子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医療安全管理者の専従者を置き、院内医療安全管理組織

の事務局として患者と職員の安全をまもるための様々な医療

安全活動の推進を援助します。  

  

２２．．体体制制  11名名  

職職種種      

薬剤師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

①１年間に報告された「ひやりはっと事故報告」（インシデン 

ト・アクシデント報告）は、２,３４２件ありました。全ての報告 

書に対し修正処置が実施されその評価と承認が滞りなく 

行われるように、報告部門への声かけや援助を行いまし 

た。 

②日々のラウンドで事故発生部門への聞き取りや現場の確 

認、その後の対応などについて確認しました。 

③発生した医療事故のデータ集約を行い、医療安全対策 

評価カンファレンスや医療安全委員会へ情報を提供し、 

対策の必要性や内容について協議しました。 

④是正処置が必要な事例において、処置が滞ることなく実 

施できるように、是正の進捗に合わせてヒヤリングを実施 

しました。 

⑤死亡退院したケースのスクリーニングを実施し、医療事故 

調査制度の対象となり得る事例を見逃さないようにしまし 

た。 

（２）医療安全委員会（Ｐ１５２参照） 

  

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）医療安全管理者の医療安全対策に関わる研修会に参加 

７月 ・日本医療機能評価機構 認定病院患者安全推

晋進協議会主催「２０１９年度 第１回 検査・処

置・手術安全セミナー」  

９月 ・医療の質・安全学会主催「同じことを二度と起こさ

ないための医療事故調査方法の研修」 

１１月 ・埼玉県看護協会主催「第１３回埼玉医療安全大

会」 

２月 ・埼玉県医師会医主催「埼玉県医師会療安全研修

会」「医療安全につなげる勤務環境改善説明会

－働き方改革を視野に－」 

 

 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）画像関連のシステムが新規更新されていく過程で、画像 

 診断報告が確実に伝達され、監視できる仕組み作りをクオリ 

ティーマネジメントセンターで進めます。 

（２）医療安全対策における地域連携のさらなる強化が求めら 

れています。地域の病院の医療安全管理者同士の情報共 

有をさらに進め、お互いの医療安全対策を向上させていき 

ます。 

 

 

 

医医療療安安全全管管理理室室 
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                                     Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

課長 野田邦子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）医療記録・医療情報の管理。 

（２）医療の質向上につながる質指標測定・各種統計作成。 

（３）診療支援および学術研究活動支援の３つの業務を主とし 

て担いながら、クオリティマネジメントセンター（以下「ＱＭセ 

ンター」）事務局として、医療の質改善のためのＰＤＣＡサイ 

クルが動くための支援機能を果たします。 

  

２２．．体体制制  1100名名  

常勤職員 ７名  

非常勤職員 ３名 （注1） 

（注1）１名は医師アシスト業務として外科系学会が運営するＮＣＤへの 

手術症例登録録を行っています。 

■認定資格 

診療情報管理士 ６名 

診療情報技師 １名 

院内がん登録実務中級認定者 １名 

院内がん登録実務初級認定者 １名 

医療クオリティマネージャー 

（日本医療機能評価機構） 
１名 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）過去記録の取り寄せは半減しました。保管期限の経過した 

関係書類の廃棄処分をしました。医療記録の質管理に関し 

ては、記録指導者会議を開催し各職種の記録改善を支援し 

ました。記録監査は年３回、カンファレンス記録、病状説明 

の記録、診療情報提供書について行いフィードバックしまし 

た。またコピー＆ペーストの多用を防止するためのニュース 

発行と個別通知を実施しました。 

（２）健康らいぶらりにおいて「記録の読み方講座」を月３回程 

度継続し、マイかるての利用普及に努めるとともに、利用者 

交流会で出された声をニュースで広報し、医療コミュニケー 

ション改善に努めました。 

（３）医療の質改善の指標（ＱＩ）の測定からチーム医療としての 

質をサーベイし、３回のマネジメントレビューにインプット情 

報として提供しました。当室で管理している診療データのま 

とめ・分析から、いくつかの診療分野での質課題を提起しま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）実績（２０１９年１月～１２月） 

過去記録取り寄せ・貸出 ８１件（前年比４９％） 

病歴登録管理 ８,５６５件（前年比１０１%） 

退院時要約管理 
７日以内完成７５％ 

１４日以内完成９２% 

死因登録 
４４０件（入院３７１、外来５９、在宅

１０） 

診療情報検索・調査 ７２件（依頼４９、学会等２３） 

院内がん登録 ８６６件（前年比９５.４％） 

ＮＣＤ登録 ８６０件（外科６８８、乳腺１７２） 

ニュース発行 
９回（医療記録関連、ＱＭセン

ター発） 

カルテ開示 １１４件(申請６３、法照会５１) 

マイかるて新規登録 ５５３件（前年比１０１％） 

記録読み方講座 ４５人 

利用者交流会 １２人 

（５）クオリティマネジメントセンター（Ｐ１４８参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

７月 ・医療の質と指標-その測定・可視化と改善 

（２）外部研修 

①がん登録初級実務研修 １名（６月） 

②事務中堅職員研修 １名（６月） 

③全日本民医連 QI 推進士養成セミナー １名（７月） 

④がん登録中級実務研修 １名（７月） 

⑤通信講座 ４名受講・修了 

（３）部門内学習 

①民医連綱領ブックレット学習（５－９月計５回） 

②症例を読み取る（11 月） 

③時間管理（２月） 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

ＱＭセンター事務局としてデータを活用した部門・チームの

質改善活動を促進し、チーム医療の質の証としての記録の改

善を進めます。 
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埼玉協同病院 年報 2019 年 VOL.32（通巻第34 号） 

 

 

 

 

部責主任 吉田智恵子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

感染管理認定看護師の専従者を置き、院内感染防止対策

組織の事務局として、院内の感染予防と感染防止対策の推進

を援助します。  

  

２２．．体体制制  11名名  

職職種種      

看護師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）院内感染防止対策組織の一員として、委員会・チームの 

連携に努めました。 

（２）医療関連感染サーベイランスを実施し、毎月集計した 

データは感染対策委員会で共有し、必要に応じて現場への 

介入を行いました。 

（３）衛生管理者と連携し、職業感染の予防・経過観察が必要 

な職員に対するフォローを行いました。 

（４）法人内における感染対策に関連する相談の対応、問題解 

決のための介入・支援を行いました。 

（５）法人内で発生したアウトブレイクに介入し、現場の支援・教 

育を行いました。 

（６）周辺の医療・介護施設や行政と連携し、地域の感染対に 

努めました。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）感染対策に関わる研修会 参加 

①川口市保健所主催「防護服着脱訓練」６月２４日 

②川口市保健所主催「新型インフルエンザ訓練」１２月２１日 

③埼玉県主催「疑似症サーベイランス研修」８月２９日 

（２）法人・法人外の教育・学習会講師活動 

①法人内：２回 

②法人外（老人保健施設）：１回 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）組織的に情報を共有・把握し、現場へ早期に介入できるよ 

う、各組織・現場との連携体制を見直し、整備します。 

（２）感染症の流行、災害時の感染対策のための整備を行いま 

す。 
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                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

看護部長 見川葉子 

 

１１．．急急性性期期・・回回復復期期・・緩緩和和ケケアア看看護護のの充充実実にに取取りり組組みみ

まますす。。““地地域域ででよよりり健健康康的的にに暮暮ららしし続続けけるる””患患者者・・地地域域

住住民民へへ向向けけたたＨＨＰＰＨＨのの前前進進ををささせせまますす。。  

救急診療委員会や関わる看護職員を中心に、救急処置に関わ

る学習会を行う事ができました。また、回復期リハビリテーション病

棟では、リハビリ科職員と共に重症者でも日常生活機能評価が改

善することにこだわったケアを行い、計画的に看護職員も配置す

ることで回復期リハビリテーションⅠにレベルＵＰすることができま

した。また、緩和ケア病棟では、退院後の患者様宅に訪問して、

患者様の痛みや不安、ご家族が心身ともに患者様を支援できる状

態であるのかを確認して、継続看護にもこだわった事例をたくさん

つくることができました。 

 

２２．．埼埼玉玉協協同同病病院院看看護護部部ララダダーーのの活活用用をを促促進進しし、、（（看看

護護職職員員））一一人人ひひととりりのの到到達達度度にに合合っったた看看護護展展開開ををすす

すすめめまますす。。  

埼玉協同病院看護部は、外来/病棟/手術室各部門ごとにラ

ダーを作成し、新入職員だけでなく中途入職者にも配属部門

での看護技術を確実に身に付けられるようにしています。 

2019 年度に新たに取り組んだ透析室看護科、地域連携看

護科、看護育成課では、作成と試用が進んでいます。各部門

の特徴を押し出しつつ、全ての看護職員が一定程度のレベル

を超えた看護提供が出来るように今後も進めていきます。 

 

３３．．「「民民医医連連綱綱領領」」とと「「民民医医連連ののめめざざすす看看護護ととそそのの基基

本本ととななるるもものの」」のの学学びびをを看看護護実実践践にに結結びび付付けけてて考考ええ

らられれるる看看護護集集団団をを作作りりまますす。。  

看護全部門で、「民医連綱領」と「民医連のめざす看護とそ

の基本となるもの」の学習を進める事ができました。「民医連の

めざす看護とその基本となるもの」の学習では、現場看護長が

学習時のチューターとなり、私たちが実践している看護と民医

連綱領や憲法と照らし合わせて考える学習ができました。「民

医連のめざす看護とその基本となるもの」をテキストに私たち

がこだわっている看護“患者の立場に立つ・患者の要求から

出発する・患者とともにたたかう”民医連の看護「三つの視点」

を現場実践から再確認することができました。 

 

４４．．効効率率のの良良いい業業務務変変革革、、働働ききややすすいい職職場場作作りりをを進進

めめまますす。。  

業務内でリシャッフルを効率良く行い、残業無の整備やチ

ームワーク再構築につながる取り組みができました。稼働時間

は全体では微増でしたが、大きく減らすことができた看護部門

もありました。看護ケアを充実させながら業務の効率性を挙げ

る為の工夫を多くの看護部門で取り組みました。看護長・主任 

 

合同会議も行い、看護部マネジメント力ＵＰにつなげる取り組 

みを行いました。 

【看護職員数と退職率の変化】 

 

 

～私たちは、すべての人が人間らしく、その人らしく生きてい

くことができ、あらゆる場で無差別・平等の看護が実践できるこ

とを目指しています。患者や医療を取り巻く社会変革を目指

し、様々な活動に取り組んでいます。～ 

 

【【２２００１１９９年年７７月月３３００日日～～８８月月１１日日  第第４４３３期期辺辺野野古古座座りり込込みみ  

      医医療療班班支支援援報報告告  ＣＣ５５病病棟棟看看護護長長  浅浅香香眞眞由由美美】】  

支援を通じて、これまでの辺野古新基地建設の経緯や現状

を聞き、新基地建設は政府が言っているような、沖縄県民の負

担軽減や安全などの配慮とはまったくかけ離れていると知りま

した。辺野古新基地が建設される事で軍事強化に繋がり、実

際とは異なる正当性に隠れ、新基地を建設し、軍備強化を進

めていく政策に怒りを覚えました。 

基地問題についてはっきりとＮＯを示している沖縄の民意を

無視して、なぜ新基地の建設が進められているのかまったく

理解する事ができませんでしたが、現地に行きその思いは更

に強くなったように思います。新基地建設による悪影響は、環

境破壊や人々の分裂まで引き起こしている現状を聞き胸が痛

みます。 

医療班（救護）支援に行く前は、座り込みでいったいどれだ

け反対行動に影響を及ぼす事ができるのか、と考えていまし

たが、非暴力な方法で訴え続ける事に意味があって、国が辺

野古新基地建設で成し遂げようとされている様々な誤った事

実に、最大の反対を示す思いが込められている行動であると

理解できました。 

これまでも、沖縄の方たちは戦争や基地問題で多くの我慢

を強いられてきました。同じ事が繰り返されないように、これか

らも沖縄の人々に思いを寄せて自分ができる事を考えていき

たいと思います。 
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埼玉協同病院 年報 2019 年 VOL.32（通巻第34 号） 

 

 

 

 

部責主任 吉田智恵子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

感染管理認定看護師の専従者を置き、院内感染防止対策

組織の事務局として、院内の感染予防と感染防止対策の推進

を援助します。  

  

２２．．体体制制  11名名  

職職種種      

看護師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）院内感染防止対策組織の一員として、委員会・チームの 

連携に努めました。 

（２）医療関連感染サーベイランスを実施し、毎月集計した 

データは感染対策委員会で共有し、必要に応じて現場への 

介入を行いました。 

（３）衛生管理者と連携し、職業感染の予防・経過観察が必要 

な職員に対するフォローを行いました。 

（４）法人内における感染対策に関連する相談の対応、問題解 

決のための介入・支援を行いました。 

（５）法人内で発生したアウトブレイクに介入し、現場の支援・教 

育を行いました。 

（６）周辺の医療・介護施設や行政と連携し、地域の感染対に 

努めました。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）感染対策に関わる研修会 参加 

①川口市保健所主催「防護服着脱訓練」６月２４日 

②川口市保健所主催「新型インフルエンザ訓練」１２月２１日 

③埼玉県主催「疑似症サーベイランス研修」８月２９日 

（２）法人・法人外の教育・学習会講師活動 

①法人内：２回 

②法人外（老人保健施設）：１回 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）組織的に情報を共有・把握し、現場へ早期に介入できるよ 

う、各組織・現場との連携体制を見直し、整備します。 

（２）感染症の流行、災害時の感染対策のための整備を行いま 

す。 
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                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

看護部長 見川葉子 

 

１１．．急急性性期期・・回回復復期期・・緩緩和和ケケアア看看護護のの充充実実にに取取りり組組みみ

まますす。。““地地域域ででよよりり健健康康的的にに暮暮ららしし続続けけるる””患患者者・・地地域域

住住民民へへ向向けけたたＨＨＰＰＨＨのの前前進進ををささせせまますす。。  

救急診療委員会や関わる看護職員を中心に、救急処置に関わ

る学習会を行う事ができました。また、回復期リハビリテーション病

棟では、リハビリ科職員と共に重症者でも日常生活機能評価が改

善することにこだわったケアを行い、計画的に看護職員も配置す

ることで回復期リハビリテーションⅠにレベルＵＰすることができま

した。また、緩和ケア病棟では、退院後の患者様宅に訪問して、

患者様の痛みや不安、ご家族が心身ともに患者様を支援できる状

態であるのかを確認して、継続看護にもこだわった事例をたくさん

つくることができました。 

 

２２．．埼埼玉玉協協同同病病院院看看護護部部ララダダーーのの活活用用をを促促進進しし、、（（看看

護護職職員員））一一人人ひひととりりのの到到達達度度にに合合っったた看看護護展展開開ををすす

すすめめまますす。。  

埼玉協同病院看護部は、外来/病棟/手術室各部門ごとにラ

ダーを作成し、新入職員だけでなく中途入職者にも配属部門

での看護技術を確実に身に付けられるようにしています。 

2019 年度に新たに取り組んだ透析室看護科、地域連携看

護科、看護育成課では、作成と試用が進んでいます。各部門

の特徴を押し出しつつ、全ての看護職員が一定程度のレベル

を超えた看護提供が出来るように今後も進めていきます。 

 

３３．．「「民民医医連連綱綱領領」」とと「「民民医医連連ののめめざざすす看看護護ととそそのの基基

本本ととななるるもものの」」のの学学びびをを看看護護実実践践にに結結びび付付けけてて考考ええ

らられれるる看看護護集集団団をを作作りりまますす。。  

看護全部門で、「民医連綱領」と「民医連のめざす看護とそ

の基本となるもの」の学習を進める事ができました。「民医連の

めざす看護とその基本となるもの」の学習では、現場看護長が

学習時のチューターとなり、私たちが実践している看護と民医

連綱領や憲法と照らし合わせて考える学習ができました。「民

医連のめざす看護とその基本となるもの」をテキストに私たち

がこだわっている看護“患者の立場に立つ・患者の要求から

出発する・患者とともにたたかう”民医連の看護「三つの視点」

を現場実践から再確認することができました。 

 

４４．．効効率率のの良良いい業業務務変変革革、、働働ききややすすいい職職場場作作りりをを進進

めめまますす。。  

業務内でリシャッフルを効率良く行い、残業無の整備やチ

ームワーク再構築につながる取り組みができました。稼働時間

は全体では微増でしたが、大きく減らすことができた看護部門

もありました。看護ケアを充実させながら業務の効率性を挙げ

る為の工夫を多くの看護部門で取り組みました。看護長・主任 

 

合同会議も行い、看護部マネジメント力ＵＰにつなげる取り組 

みを行いました。 

【看護職員数と退職率の変化】 

 

 

～私たちは、すべての人が人間らしく、その人らしく生きてい

くことができ、あらゆる場で無差別・平等の看護が実践できるこ

とを目指しています。患者や医療を取り巻く社会変革を目指

し、様々な活動に取り組んでいます。～ 

 

【【２２００１１９９年年７７月月３３００日日～～８８月月１１日日  第第４４３３期期辺辺野野古古座座りり込込みみ  

      医医療療班班支支援援報報告告  ＣＣ５５病病棟棟看看護護長長  浅浅香香眞眞由由美美】】  

支援を通じて、これまでの辺野古新基地建設の経緯や現状

を聞き、新基地建設は政府が言っているような、沖縄県民の負

担軽減や安全などの配慮とはまったくかけ離れていると知りま

した。辺野古新基地が建設される事で軍事強化に繋がり、実

際とは異なる正当性に隠れ、新基地を建設し、軍備強化を進

めていく政策に怒りを覚えました。 

基地問題についてはっきりとＮＯを示している沖縄の民意を

無視して、なぜ新基地の建設が進められているのかまったく

理解する事ができませんでしたが、現地に行きその思いは更

に強くなったように思います。新基地建設による悪影響は、環

境破壊や人々の分裂まで引き起こしている現状を聞き胸が痛

みます。 

医療班（救護）支援に行く前は、座り込みでいったいどれだ

け反対行動に影響を及ぼす事ができるのか、と考えていまし

たが、非暴力な方法で訴え続ける事に意味があって、国が辺

野古新基地建設で成し遂げようとされている様々な誤った事

実に、最大の反対を示す思いが込められている行動であると

理解できました。 

これまでも、沖縄の方たちは戦争や基地問題で多くの我慢

を強いられてきました。同じ事が繰り返されないように、これか

らも沖縄の人々に思いを寄せて自分ができる事を考えていき

たいと思います。 
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埼玉協同病院 年報 2019 年 VOL.32（通巻第34 号） 

 

 

 

 

看護副部長 岡田美智子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

内科急患、救急、内視鏡・放射線画像検査、整形外科、泌

尿器科、外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、自己血貯血外来

を担当しています。それぞれの分野で、連携し合いながら外

来運営がスムーズにいくよう努めています。 

 

２２．．体体制制  5588名名  

職職種種      

看護師 ４０名  

助産師 １名 （小児救急認定看護師） 

准看護師 ８名  

看護助手 ５名  

視能訓練士 ４名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）救急搬入患者と Walk in で来院する患者を２４時間体制で

受け入れました。 

（２）緊急で発生する内視鏡検査、放射線検査も待機体制で実

績増に繋げました。 

（３）２０１９年度、眼科手術が再開しました。 

（４）総括 

①救急看護の質の向上のため、救急看護ラダーを作成し、評

価を開始しました。 

②外来トリアージが適切に行われるよう、毎月アンダートリ 

アージ事例について、その根拠を継続してスタッフへ 

フィードバックしました。 

③眼科手術の開始に伴い、診療科に対応できるスタッフを入 

院病棟と連携しながら育成しました。また、緊急検査や処置 

に対応出来るよう体制を整えました。 

④災害に備え、各診療科で活用できるアクションカードを作成 

し、外来でのトリアージエリアを確立しました。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）埼玉民医連看護学会の発表（Ｐ１８７参照） 

（２）研修関連 

①ＩＣＬＳ資格取得 

②埼玉県看護協会 災害ナース研修 

③看護キャリ３研修・看護キャリ４研修 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）外来業務を安全に円滑に行っていけるよう、スタッフ間の 

コミュニケーション力を高めていくと共に、部門内での各 

業務への支援体制を強めていけるよう、スタッフ育成を行っ 

ていきます。 

（２）気になる患者をＳＤＨカンファレンスにつなげ、支援できる 

組織作りを構築します。 
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                                    Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

看護長 栢森恵子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

専門外来（慢性疾患）・予約内科と、健康増進センターを担

当しています。 

専門外来・予約内科は、糖尿病科・消化器内科・循環器内

科・呼吸器内科・神経内科・精神科・脳神経外科・神経内科・甲

状腺科・腎臓内科・血液内科があり、慢性期の療養指導から終

末期支援を行っています。 

また、健康増進センターでは、健診者の保健指導活動を担

っています。  

 

２２．．体体制制  2222名名  

職職種種        

保健師 １３名   

看護師 ８名   

准看護師 １名   

助産師 （２名）   

糖尿病認定看護師 （１名）   

日本糖尿病療養指導士 （３名）   

初級禁煙支援士 （１名）   

中級禁煙支援士 （１名）   

肝炎コーディネーター （２名）   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①保健予防活動 

特定健診の保健指導対象者に対し、健診時にお誘いを 

行い、当日保健指導を実施しました。２０１９年度は１６５ 

名と昨年度より少なかったため、新規保健指導対象者獲 

得目的で、日曜健診も当日保健指導を開始し、保健指 

導を受ける機会を広げています。 

②慢性期から終末期の看護 

慢性期の療養指導として、看護外来枠を設け、フットケ 

ア、インスリン手技チェック、透析予防、神経障害チェッ 

ク、禁煙外来のおすすめ、アルコール支援介入などを 

行っています。 

中断患者、退院後の外来受診患者、血糖コントロー 

ル不良患者、通院困難になってきた患者、がん・悲がん 

（心不全・肝硬変・ＣＯＰＤ）のＢＳＣ方針となった患者 

等に対し、気になる患者カンファレンスを週２回実施して 

います。ＳＤＨの視点でカンファレンスを行い、問題の背 

景には、幼少期の教育や、食事、仕事、経済状況などが 

潜んでおり、その事を理解し、患者に寄り添った個別の 

支援が必要であることを共有し、具体的なプランを検討 

し、多職種連携・外部連携につなげています。 

 

（２）２０１９年度実績（２０１９年４月～２０２０年３月） 

特定保健 

指導 

開始者数 ２８９人 

最終評価者数 １６５人 

禁煙外来治療開始者数 ３４人 

看
護
外
来 

糖尿病合併症管理料算定者数 ３１３人 

フットケア（爪切り）実施者数 ４４０人 

インスリン手技チェック実施者数 ７５８人 

誕生月神経障害チェック実施者数 

（２０１９年４月～２０２０年１月） 
１８０人 

透析予防指導管理料算定者数 

（２０１９年４月～１２月） 
４２８人 

アルコール支援介入開始者数 ４人 

糖尿病教室（はじめ外来）参加開始者数  

（２０１９年４月～１２月） 

２４人 

緩和カンファレンス実施者数 ６８人 

気になる患者カンファレンス実施者数 １７８件 

外来呼吸リハビリテーション開始者  ２０人 

居宅介護事業所紹介  ９人 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１１月 ・お元気ですか訪問&何でも相談会 

２月 ・埼玉民医連看護学会発表 

・第２回埼玉協同病院医療活動交流集会２演題 

  

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）保健予防活動 

 ①特定保健指導の対象者のヘルスプロモーション行動を促

進し、保健指導の中断率を下げられるよう、対象者の個別

性に応じた指導を行います。 

②７５歳以上の特定健診者のフレイル問診から、個々の健

康課題を把握し、必要な指導・支援を行います。 

③地域住民のニーズを探り、保健予防教室や外来保健室な

どを開催します。 

（２）慢性期から終末期看護 

  ①療養・生活状況を捉え、必要な支援につなげ、問題解 

決するまで継続的にフォローをする運用（カンファレンス 

の効果的な運用、電子カルテの活用）作りをします。 

②他部門連携、外部連携を促進し、専門職チームとして情 

報共有・協働により、タイムリーな支援を行います。 

③外来の専門機能を高めるために、新規紹介をうけられる 

よう逆紹介を進めます。 
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看護副部長 岡田美智子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

内科急患、救急、内視鏡・放射線画像検査、整形外科、泌

尿器科、外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、自己血貯血外来

を担当しています。それぞれの分野で、連携し合いながら外

来運営がスムーズにいくよう努めています。 

 

２２．．体体制制  5588名名  

職職種種      

看護師 ４０名  

助産師 １名 （小児救急認定看護師） 

准看護師 ８名  

看護助手 ５名  

視能訓練士 ４名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）救急搬入患者と Walk in で来院する患者を２４時間体制で

受け入れました。 

（２）緊急で発生する内視鏡検査、放射線検査も待機体制で実

績増に繋げました。 

（３）２０１９年度、眼科手術が再開しました。 

（４）総括 

①救急看護の質の向上のため、救急看護ラダーを作成し、評

価を開始しました。 

②外来トリアージが適切に行われるよう、毎月アンダートリ 

アージ事例について、その根拠を継続してスタッフへ 

フィードバックしました。 

③眼科手術の開始に伴い、診療科に対応できるスタッフを入 

院病棟と連携しながら育成しました。また、緊急検査や処置 

に対応出来るよう体制を整えました。 

④災害に備え、各診療科で活用できるアクションカードを作成 

し、外来でのトリアージエリアを確立しました。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）埼玉民医連看護学会の発表（Ｐ１８７参照） 

（２）研修関連 

①ＩＣＬＳ資格取得 

②埼玉県看護協会 災害ナース研修 

③看護キャリ３研修・看護キャリ４研修 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）外来業務を安全に円滑に行っていけるよう、スタッフ間の 

コミュニケーション力を高めていくと共に、部門内での各 

業務への支援体制を強めていけるよう、スタッフ育成を行っ 

ていきます。 

（２）気になる患者をＳＤＨカンファレンスにつなげ、支援できる 

組織作りを構築します。 
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看護長 栢森恵子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

専門外来（慢性疾患）・予約内科と、健康増進センターを担

当しています。 

専門外来・予約内科は、糖尿病科・消化器内科・循環器内

科・呼吸器内科・神経内科・精神科・脳神経外科・神経内科・甲

状腺科・腎臓内科・血液内科があり、慢性期の療養指導から終

末期支援を行っています。 

また、健康増進センターでは、健診者の保健指導活動を担

っています。  

 

２２．．体体制制  2222名名  

職職種種        

保健師 １３名   

看護師 ８名   

准看護師 １名   

助産師 （２名）   

糖尿病認定看護師 （１名）   

日本糖尿病療養指導士 （３名）   

初級禁煙支援士 （１名）   

中級禁煙支援士 （１名）   

肝炎コーディネーター （２名）   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①保健予防活動 

特定健診の保健指導対象者に対し、健診時にお誘いを 

行い、当日保健指導を実施しました。２０１９年度は１６５ 

名と昨年度より少なかったため、新規保健指導対象者獲 

得目的で、日曜健診も当日保健指導を開始し、保健指 

導を受ける機会を広げています。 

②慢性期から終末期の看護 

慢性期の療養指導として、看護外来枠を設け、フットケ 

ア、インスリン手技チェック、透析予防、神経障害チェッ 

ク、禁煙外来のおすすめ、アルコール支援介入などを 

行っています。 

中断患者、退院後の外来受診患者、血糖コントロー 

ル不良患者、通院困難になってきた患者、がん・悲がん 

（心不全・肝硬変・ＣＯＰＤ）のＢＳＣ方針となった患者 

等に対し、気になる患者カンファレンスを週２回実施して 

います。ＳＤＨの視点でカンファレンスを行い、問題の背 

景には、幼少期の教育や、食事、仕事、経済状況などが 

潜んでおり、その事を理解し、患者に寄り添った個別の 

支援が必要であることを共有し、具体的なプランを検討 

し、多職種連携・外部連携につなげています。 

 

（２）２０１９年度実績（２０１９年４月～２０２０年３月） 

特定保健 

指導 

開始者数 ２８９人 

最終評価者数 １６５人 

禁煙外来治療開始者数 ３４人 

看
護
外
来 

糖尿病合併症管理料算定者数 ３１３人 

フットケア（爪切り）実施者数 ４４０人 

インスリン手技チェック実施者数 ７５８人 

誕生月神経障害チェック実施者数 

（２０１９年４月～２０２０年１月） 
１８０人 

透析予防指導管理料算定者数 

（２０１９年４月～１２月） 
４２８人 

アルコール支援介入開始者数 ４人 

糖尿病教室（はじめ外来）参加開始者数  

（２０１９年４月～１２月） 

２４人 

緩和カンファレンス実施者数 ６８人 

気になる患者カンファレンス実施者数 １７８件 

外来呼吸リハビリテーション開始者  ２０人 

居宅介護事業所紹介  ９人 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１１月 ・お元気ですか訪問&何でも相談会 

２月 ・埼玉民医連看護学会発表 

・第２回埼玉協同病院医療活動交流集会２演題 

  

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）保健予防活動 

 ①特定保健指導の対象者のヘルスプロモーション行動を促

進し、保健指導の中断率を下げられるよう、対象者の個別

性に応じた指導を行います。 

②７５歳以上の特定健診者のフレイル問診から、個々の健

康課題を把握し、必要な指導・支援を行います。 

③地域住民のニーズを探り、保健予防教室や外来保健室な

どを開催します。 

（２）慢性期から終末期看護 

  ①療養・生活状況を捉え、必要な支援につなげ、問題解 

決するまで継続的にフォローをする運用（カンファレンス 

の効果的な運用、電子カルテの活用）作りをします。 

②他部門連携、外部連携を促進し、専門職チームとして情 

報共有・協働により、タイムリーな支援を行います。 

③外来の専門機能を高めるために、新規紹介をうけられる 

よう逆紹介を進めます。 
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看護長 武智子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

Ｃ２病棟は６０床です。消化器内科疾患と一般内科、耳鼻科

の患者様を中心に医療の提供を行なっています。食道から大

腸、膵胆肝系の侵襲の高い検査や膵石治療にも取り組んでい

ます。悪性疾患などの患者様も多く、化学療法に移行する患

者様、また緩和ケアへ繋ぐ役割も担い、認定看護師の協力を

得ながら、疼痛緩和やＱＯＬの向上、患者様・ご家族の方の精

神的援助が出来るように日々努めています。耳鼻科では全身

麻酔下での手術も開始され、専門性を身につけながら新たな

疾患にも対応しています。また、独居高齢者や老老介護への

介入も増えているため、入院時から多職種で退院支援に取り

組んでいます 

 

 

２２．．体体制制  3377名名  

職職種種      

保健師 ９名  

看護師 ２８名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①患者や看護師にとって安心・安全な医療を提供しました。 

②消化器疾患、耳鼻科疾患を中心とした治療・看護を統一して 

行い、スムーズかつ安全な医療と看護を提供しました。 

③ＨＰＨに取り組み、ヘルスプロモーション活動の推進を行 

いました。 

（２）実績 

新入院患者数 １３６.７人 

入院延べ患者数 １,２８５人 

平均在院日数 ９.２日 

病床利用率 ８３.５％ 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）各診療科における検査・治療をより多くの患者様に提供で

きるよう職員の知識と対応力の向上を目指します。 

（２）がん患者ががんと診断されたときから患者様の意向に沿

いながら緩和ケアが受けられるように支援します。 

（３）各診療科のクリニカルパスの運用により、適宜、見直し修

正をおこないながら標準的医療を維持し、患者様にわかり

やすい説明を行います。 

（４）地域へ退院される患者様に対し、情報を提供し、継続した 

支援ができるようにします。 

 

 

 

 

 

看護長 小峰将子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）１９８３年の産婦人科開局以来、「地域が産み・育てる」をス 

ローガンに私たちは地域に根ざした活動を目標に掲げ、組 

合員さんや地域の声、社会のニーズに耳を傾けながら活動 

を展開しています。 

（２）産婦人科病棟、外来では開設以来当院を利用している妊 

婦さんや婦人科疾患を持った患者様の症状、赤ちゃんのこ 

とや育児のこと、不安や悩みなど２４時間の電話対応を行っ 

ています。また、スタッフ同士の情報共有をすすめ、妊娠・ 

出産・育児の期間や手術前後の期間を通して一貫したサ 

ポートを行っています。今では一般的になった新生児家庭 

訪問は川口市の保健事業の１つとして委託され１４年になり 

ます。地域との連携も密に行っているので、自宅に帰ってか 

らも地域のサポートを安心して受けていただいています。 

（３）病床数 ４０床。 

（４）うぶ声学校の５課は産後お母さんの同窓会がしたいという 

声から始まり、今では病院全体を巻き込んで子育て教室や 

サークル活動にまで発展しています。 

（５）小児虐待チームには産婦人科のスタッフも参加し情報共 

有を行っています。現在も産婦人科から小児科へと継続し 

た支援につなげる事ができています。今後も安心して地域 

で過ごせるよう切れ目ない支援を継続していきます。 

 

２２．．体体制制  3355名名  

職職種種      

助産師 ２３名 （うち保健師有資格者７名） 

看護師 ５名  

准看護師 １名  

看護助手 ２名  

 

（１）資格取得 

日本助産評価機構認定 アドバンス助産師 ９名 

ＮＣＰＲ ２２名 

ＡＬＳＯ（産科救急）取得 ４名 

ＢＬＳ取得 ６名 

ＩＣＬＳ取得 ３名 

J-ＣＩＭＥＬＳ ３名 

 

ＣＣ２２病病棟棟看看護護科科 ＣＣ３３病病棟棟（（産産婦婦人人科科））看看護護科科 
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                                      Ⅳ.部門の活動状況 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）妊婦、褥婦に向けに行っている教室 

①うぶ声学校（初産婦対象） 

②経産婦うぶ声学校（経産婦対象 

③帝王切開うぶ声学校 

④料理教室（妊婦対象） 

⑤孫と一緒広場（妊婦夫婦の両親対象） 

⑥ヨガ（妊婦対象） 

⑦うぶ声５課（出産後の同窓会） 

（２）実績 

新入院患者数 １,１６９人 

転入数： ２０人 

入院延べ患者数 ９,４５３人 

1 日あたり患者数 ２２.７人 

平均在院日数 ８.７日 

平均占床率 ６４.１％ 

分娩件数 ５３２件 

帝王切開 １０８件 

（３）総括 

①２０１９年１１月２４日に産婦人科開設以来２６,０００例目の 

赤ちゃんが誕生し、お祝い会を開催しました。 

②２０１３年度以来となる久しぶりの助産師学生の実習受け 

入れを行い（助産学校１校、看護学校５校）、医療従事者 

の人材育成に貢献することができました。 

③虹の箱の投書や患者満足度アンケートの結果から、切迫 

流早産患者様のチェックリストや入院案内を作成し、統一 

した看護の提供につなげることができました。 

④平和のタペストリーを作成し、平和のための埼玉の戦争 

展に展示。全日本民医連第７期平和学校参加者からの学 

習会。民医連綱領学習会を１２回開催。 

⑤教育・ＳＤＨ・平和・看護ケア・業務改善などのテーマで 

活動内容を多方面に広げることができました。 

（４）小児虐待対策チーム（Ｐ１７７参照） 

 

４４．．学学術術・・研研修修、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録 

（１）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

７・８・１１・１２・１・２月 命の授業 

（２）各種参加 

６・９・１１月 全日本民医連第７期平和学校（３クール） 

７・８月 特定分野（助産）における保健師助産師看護

師実習指導者講習会（計２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任 田中美江 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

Ｃ３小児科は、小児科外来と病棟を担当しています。新生児

から中学３年生までの小児内科疾患の患者様を中心に医療の

提供を行っています。病棟では急性期疾患の他、食物経口負

荷試験などの検査入院も行っています。また、小児の整形外

科や耳鼻科の手術患者様の受け入れや、成人のＳＡＳ入院の

受け入れも継続しています。小児科では、地域に選ばれる小

児科を目指し、子育て支援が出来るように日々努めています。 

 

２２．．体体制制  1122名名  

職職種種      

看護師 １０名  

准看護師 １名  

病棟保育士 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①地域に選ばれる小児科を目指し、慢性疾患、長期に療養 

を必要とする患者様のフォローに力を入れてきました。紹 

介患者様や救急依頼、他科入院の受け入れを継続して 

行い、８月は整形や耳鼻科の手術入院も多く、占床率 

６０％以上に達することができました。今年度、働き方改 

革にも力を入れ、業務の無駄をなくし、業務負担や残業 

を減らす取り組みも行うことが出来ました。 

②ＨＰＨ・ＳＤＨの視点で地域医療活動を行い、チーム医療 

の質の向上にも努めました。小児虐待対策チームの活動 

を継続し、地域連携の強化や、院外へも活動の幅を広げ 

ることができました。また、子育て支援では、多職種連携 

による「子育て教室」「子育てカフェ」「ベビーマッサージ」 

「ベビーランチ」「命の授業」「小児喘息教室」の継続、新し 

い取り組みとしては、前向き子育てプログラム（トリプルＰ） 

を用いた教室を保護者向けに開催することができました。 

（２）実績 

①新入院患者数 ４７１人 

②入院延べ人数 １８７８人 

③平均在院日数 ４.２日 

④平均占床率 ３７.６％ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

５月 ・埼玉協同病院における小児虐待対策チーム発足

後１年間の報告 

１０月 ・乳幼児の親を対象とした禁煙指導 

ＣＣ３３病病棟棟（（小小児児科科））看看護護科科 
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看護長 武智子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

Ｃ２病棟は６０床です。消化器内科疾患と一般内科、耳鼻科

の患者様を中心に医療の提供を行なっています。食道から大

腸、膵胆肝系の侵襲の高い検査や膵石治療にも取り組んでい

ます。悪性疾患などの患者様も多く、化学療法に移行する患

者様、また緩和ケアへ繋ぐ役割も担い、認定看護師の協力を

得ながら、疼痛緩和やＱＯＬの向上、患者様・ご家族の方の精

神的援助が出来るように日々努めています。耳鼻科では全身

麻酔下での手術も開始され、専門性を身につけながら新たな

疾患にも対応しています。また、独居高齢者や老老介護への

介入も増えているため、入院時から多職種で退院支援に取り

組んでいます 

 

 

２２．．体体制制  3377名名  

職職種種      

保健師 ９名  

看護師 ２８名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①患者や看護師にとって安心・安全な医療を提供しました。 

②消化器疾患、耳鼻科疾患を中心とした治療・看護を統一して 

行い、スムーズかつ安全な医療と看護を提供しました。 

③ＨＰＨに取り組み、ヘルスプロモーション活動の推進を行 

いました。 

（２）実績 

新入院患者数 １３６.７人 

入院延べ患者数 １,２８５人 

平均在院日数 ９.２日 

病床利用率 ８３.５％ 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）各診療科における検査・治療をより多くの患者様に提供で

きるよう職員の知識と対応力の向上を目指します。 

（２）がん患者ががんと診断されたときから患者様の意向に沿

いながら緩和ケアが受けられるように支援します。 

（３）各診療科のクリニカルパスの運用により、適宜、見直し修

正をおこないながら標準的医療を維持し、患者様にわかり

やすい説明を行います。 

（４）地域へ退院される患者様に対し、情報を提供し、継続した 

支援ができるようにします。 

 

 

 

 

 

看護長 小峰将子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）１９８３年の産婦人科開局以来、「地域が産み・育てる」をス 

ローガンに私たちは地域に根ざした活動を目標に掲げ、組 

合員さんや地域の声、社会のニーズに耳を傾けながら活動 

を展開しています。 

（２）産婦人科病棟、外来では開設以来当院を利用している妊 

婦さんや婦人科疾患を持った患者様の症状、赤ちゃんのこ 

とや育児のこと、不安や悩みなど２４時間の電話対応を行っ 

ています。また、スタッフ同士の情報共有をすすめ、妊娠・ 

出産・育児の期間や手術前後の期間を通して一貫したサ 

ポートを行っています。今では一般的になった新生児家庭 

訪問は川口市の保健事業の１つとして委託され１４年になり 

ます。地域との連携も密に行っているので、自宅に帰ってか 

らも地域のサポートを安心して受けていただいています。 

（３）病床数 ４０床。 

（４）うぶ声学校の５課は産後お母さんの同窓会がしたいという 

声から始まり、今では病院全体を巻き込んで子育て教室や 

サークル活動にまで発展しています。 

（５）小児虐待チームには産婦人科のスタッフも参加し情報共 

有を行っています。現在も産婦人科から小児科へと継続し 

た支援につなげる事ができています。今後も安心して地域 

で過ごせるよう切れ目ない支援を継続していきます。 

 

２２．．体体制制  3355名名  

職職種種      

助産師 ２３名 （うち保健師有資格者７名） 

看護師 ５名  

准看護師 １名  

看護助手 ２名  

 

（１）資格取得 

日本助産評価機構認定 アドバンス助産師 ９名 

ＮＣＰＲ ２２名 

ＡＬＳＯ（産科救急）取得 ４名 

ＢＬＳ取得 ６名 

ＩＣＬＳ取得 ３名 

J-ＣＩＭＥＬＳ ３名 

 

ＣＣ２２病病棟棟看看護護科科 ＣＣ３３病病棟棟（（産産婦婦人人科科））看看護護科科 
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                                      Ⅳ.部門の活動状況 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）妊婦、褥婦に向けに行っている教室 

①うぶ声学校（初産婦対象） 

②経産婦うぶ声学校（経産婦対象 

③帝王切開うぶ声学校 

④料理教室（妊婦対象） 

⑤孫と一緒広場（妊婦夫婦の両親対象） 

⑥ヨガ（妊婦対象） 

⑦うぶ声５課（出産後の同窓会） 

（２）実績 

新入院患者数 １,１６９人 

転入数： ２０人 

入院延べ患者数 ９,４５３人 

1 日あたり患者数 ２２.７人 

平均在院日数 ８.７日 

平均占床率 ６４.１％ 

分娩件数 ５３２件 

帝王切開 １０８件 

（３）総括 

①２０１９年１１月２４日に産婦人科開設以来２６,０００例目の 

赤ちゃんが誕生し、お祝い会を開催しました。 

②２０１３年度以来となる久しぶりの助産師学生の実習受け 

入れを行い（助産学校１校、看護学校５校）、医療従事者 

の人材育成に貢献することができました。 

③虹の箱の投書や患者満足度アンケートの結果から、切迫 

流早産患者様のチェックリストや入院案内を作成し、統一 

した看護の提供につなげることができました。 

④平和のタペストリーを作成し、平和のための埼玉の戦争 

展に展示。全日本民医連第７期平和学校参加者からの学 

習会。民医連綱領学習会を１２回開催。 

⑤教育・ＳＤＨ・平和・看護ケア・業務改善などのテーマで 

活動内容を多方面に広げることができました。 

（４）小児虐待対策チーム（Ｐ１７７参照） 

 

４４．．学学術術・・研研修修、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録 

（１）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

７・８・１１・１２・１・２月 命の授業 

（２）各種参加 

６・９・１１月 全日本民医連第７期平和学校（３クール） 

７・８月 特定分野（助産）における保健師助産師看護

師実習指導者講習会（計２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任 田中美江 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

Ｃ３小児科は、小児科外来と病棟を担当しています。新生児

から中学３年生までの小児内科疾患の患者様を中心に医療の

提供を行っています。病棟では急性期疾患の他、食物経口負

荷試験などの検査入院も行っています。また、小児の整形外

科や耳鼻科の手術患者様の受け入れや、成人のＳＡＳ入院の

受け入れも継続しています。小児科では、地域に選ばれる小

児科を目指し、子育て支援が出来るように日々努めています。 

 

２２．．体体制制  1122名名  

職職種種      

看護師 １０名  

准看護師 １名  

病棟保育士 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①地域に選ばれる小児科を目指し、慢性疾患、長期に療養 

を必要とする患者様のフォローに力を入れてきました。紹 

介患者様や救急依頼、他科入院の受け入れを継続して 

行い、８月は整形や耳鼻科の手術入院も多く、占床率 

６０％以上に達することができました。今年度、働き方改 

革にも力を入れ、業務の無駄をなくし、業務負担や残業 

を減らす取り組みも行うことが出来ました。 

②ＨＰＨ・ＳＤＨの視点で地域医療活動を行い、チーム医療 

の質の向上にも努めました。小児虐待対策チームの活動 

を継続し、地域連携の強化や、院外へも活動の幅を広げ 

ることができました。また、子育て支援では、多職種連携 

による「子育て教室」「子育てカフェ」「ベビーマッサージ」 

「ベビーランチ」「命の授業」「小児喘息教室」の継続、新し 

い取り組みとしては、前向き子育てプログラム（トリプルＰ） 

を用いた教室を保護者向けに開催することができました。 

（２）実績 

①新入院患者数 ４７１人 

②入院延べ人数 １８７８人 

③平均在院日数 ４.２日 

④平均占床率 ３７.６％ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

５月 ・埼玉協同病院における小児虐待対策チーム発足

後１年間の報告 

１０月 ・乳幼児の親を対象とした禁煙指導 

ＣＣ３３病病棟棟（（小小児児科科））看看護護科科 
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５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）子育て世代へ向けたインターネットを利用した地域利用者 

への働きかけについて検討し、子育てに悩みを抱えている 

親に寄り添い、子育て支援をしていきます。 

（２）前向き子育てプログラム（トリプルＰ）や、子育て支援に関 

連した教室を継続して行っていきます。 

（３）紹介患者様や救急依頼、他科入院の受け入れを積極的 

に行い、病床利用率増加に努めていきます。多職種と連携 

し、質の高い医療を提供していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 英岡和香子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

癌から生じる痛みをはじめとする体のつらい症状や、患者

様と御家族が病気とともに生きることの心のつらさが和らぐよう、

多職種チームで連携し支援しています。残された時間をその

人らしく過ごしたい場所で過ごせるように、症状が軽快された

ら在宅調整の支援を行ったり、患者様とご家族の要望を叶えら

れるよう支援を行っています。 

 

２２．．体体制制  1133名名  

職職種種      

看護師 １２名  

緩和ケア認定看護師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

新入院患者数 ２４６人 

転入院患者数 ９１人 

退院患者数 ３３８人 

死亡退院数 ２３１人 

入院のべ患者数 ４６４.６人 

１日あたりの患者数 １５.２人 

平均在院日数 １７.６日 

平均占床率 ６７.６％ 

（２）特徴 

地域から求められる役割として、緊急入院を積極的に受け

入れてきました。地域連携を円滑にするために、地域連携カ

ンファレンスを実施しつながりを深めています。 

（３）特色 

今年度より退院後訪問を開始しました。年間を通じ１５人（１９

回）の訪問を行う事が出来ました。患者様からも知っているスタ

ッフが来てくれて安心という言葉や訪問看護のスタッフからは、

訪問時にスタッフが同席することで情報提供書では得られな

い手技や情報が得られると評価を得ることが出来ました。次年

度も継続して行って行きたいと考えています。 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）グリーフケアの充実（遺族会・遺族へのアンケートの調査） 

を図ります。 

（２）在宅調整力を高めるため退院後訪問の充実を図ります。 

（３）班会を利用した ACP を広める活動の実施を図ります。 
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看護長 浅香眞由美  

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病床数５０床。主に肺癌・気管支喘息・肺炎・肺気腫・慢性呼

吸不全などの呼吸器疾患患者様と、大腸ポリープ・糖尿病・脳

梗塞・尿路感染症等の内科患者様が対象で、肺癌の化学療法、

肺炎治療、ＨＯＴ導入、気管支鏡検査、糖尿病コントロール、

大腸内視鏡検査等を行っています。 

 

２２．．体体制制  4411名名  

職職種種      

保健師 ６名  

看護師 ３１名  

看護助手 ４名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①呼吸器チーム、DMチーム、ケモ･緩和ケアチームの活動 

を通して質の向上に努めました。高齢の方が多く、退院 

調整力と、再入院予防に向けた指導力の強化に向け学 

習し、情報収集・記録ができるようになりました。カンファ 

レンスなどの見直し・改善を通して多職種連携を促進しま 

した。認知症や終末期における身体抑制・代替栄養・延 

命治療などの倫理的課題に対してカンファレンスを多職 

種で行いました。 

②呼吸器チームでは、RST回診を通して呼吸器管理やＢＡＰ 

予防の介入を行い、人工呼吸器の使用方法や人工呼吸 

器のマスクについて、ポジショニング、酸素療法、弾性包 

帯の巻き方、ＢＡＰ予防についての学習を行いました。 

③ＤＭチームでは、糖尿病患者様のインテークを実施し多 

職種カンファレンスを行いました。課題と介入方法を明確 

にして、継続した支援ができるよう外来部門との連携を強 

化しています。 

④ケモ･緩和ケアチームでは、ケモ入院の患者の初回導入 

  より関わり、退院後にもケモ室への訪室や担当業務を通し 

て、継続した治療や看護介入ができるように活動を継続して 

きました。また、癌病名のある患者様を緩和カンファレンスで 

共有し、身体的、精神的苦痛の緩和や、緩和ケア病棟への 

転科がスムーズに進むよう情報提供を行いました。化学療法 

の手順書を改訂し、化学療法についての学習会実施を通し 

て対応できる職員を増やしました。 

 

 

 

 

 

（２）実績 

新入院患者数 １１２人 

入院延べ患者数 １,２７６人 

平均在院日数 １１.１日 

病床利用率 ８４.４％ 

気管支鏡検査実施数 ７９件/年 

ＤＰＣⅠ・Ⅱ期間内の退院平均 ６５.６％ 

医療看護必要度 平均３０.８％ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

化学療法、麻薬の使用方法やPCAポンプの使い方、症状緩

和について学習を行いました。 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）ＤＯＣ期間Ⅱまで退院７５％以上、医療看護必要度３０％

以上の継続を目指し、退院目標の明確化と各職種が具体的

介入できるよう、カンファレンスを有効活用します。また、緊

急入院受け入れを増やし、空きベッドの有効活用に対応で

きるよう、柔軟なベッド調整を行います。 

（２）呼吸器チーム、ＤＭチーム、ケモ･緩和ケアチームを中心

に、職員の育成と看護課題の改善に努めます。 
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５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）子育て世代へ向けたインターネットを利用した地域利用者 

への働きかけについて検討し、子育てに悩みを抱えている 

親に寄り添い、子育て支援をしていきます。 

（２）前向き子育てプログラム（トリプルＰ）や、子育て支援に関 

連した教室を継続して行っていきます。 

（３）紹介患者様や救急依頼、他科入院の受け入れを積極的 

に行い、病床利用率増加に努めていきます。多職種と連携 

し、質の高い医療を提供していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 英岡和香子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

癌から生じる痛みをはじめとする体のつらい症状や、患者

様と御家族が病気とともに生きることの心のつらさが和らぐよう、

多職種チームで連携し支援しています。残された時間をその

人らしく過ごしたい場所で過ごせるように、症状が軽快された

ら在宅調整の支援を行ったり、患者様とご家族の要望を叶えら

れるよう支援を行っています。 

 

２２．．体体制制  1133名名  

職職種種      

看護師 １２名  

緩和ケア認定看護師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

新入院患者数 ２４６人 

転入院患者数 ９１人 

退院患者数 ３３８人 

死亡退院数 ２３１人 

入院のべ患者数 ４６４.６人 

１日あたりの患者数 １５.２人 

平均在院日数 １７.６日 

平均占床率 ６７.６％ 

（２）特徴 

地域から求められる役割として、緊急入院を積極的に受け

入れてきました。地域連携を円滑にするために、地域連携カ

ンファレンスを実施しつながりを深めています。 

（３）特色 

今年度より退院後訪問を開始しました。年間を通じ１５人（１９

回）の訪問を行う事が出来ました。患者様からも知っているスタ

ッフが来てくれて安心という言葉や訪問看護のスタッフからは、

訪問時にスタッフが同席することで情報提供書では得られな

い手技や情報が得られると評価を得ることが出来ました。次年

度も継続して行って行きたいと考えています。 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）グリーフケアの充実（遺族会・遺族へのアンケートの調査） 

を図ります。 

（２）在宅調整力を高めるため退院後訪問の充実を図ります。 

（３）班会を利用した ACP を広める活動の実施を図ります。 
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看護長 浅香眞由美  

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病床数５０床。主に肺癌・気管支喘息・肺炎・肺気腫・慢性呼

吸不全などの呼吸器疾患患者様と、大腸ポリープ・糖尿病・脳

梗塞・尿路感染症等の内科患者様が対象で、肺癌の化学療法、

肺炎治療、ＨＯＴ導入、気管支鏡検査、糖尿病コントロール、

大腸内視鏡検査等を行っています。 

 

２２．．体体制制  4411名名  

職職種種      

保健師 ６名  

看護師 ３１名  

看護助手 ４名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①呼吸器チーム、DMチーム、ケモ･緩和ケアチームの活動 

を通して質の向上に努めました。高齢の方が多く、退院 

調整力と、再入院予防に向けた指導力の強化に向け学 

習し、情報収集・記録ができるようになりました。カンファ 

レンスなどの見直し・改善を通して多職種連携を促進しま 

した。認知症や終末期における身体抑制・代替栄養・延 

命治療などの倫理的課題に対してカンファレンスを多職 

種で行いました。 

②呼吸器チームでは、RST回診を通して呼吸器管理やＢＡＰ 

予防の介入を行い、人工呼吸器の使用方法や人工呼吸 

器のマスクについて、ポジショニング、酸素療法、弾性包 

帯の巻き方、ＢＡＰ予防についての学習を行いました。 

③ＤＭチームでは、糖尿病患者様のインテークを実施し多 

職種カンファレンスを行いました。課題と介入方法を明確 

にして、継続した支援ができるよう外来部門との連携を強 

化しています。 

④ケモ･緩和ケアチームでは、ケモ入院の患者の初回導入 

  より関わり、退院後にもケモ室への訪室や担当業務を通し 

て、継続した治療や看護介入ができるように活動を継続して 

きました。また、癌病名のある患者様を緩和カンファレンスで 

共有し、身体的、精神的苦痛の緩和や、緩和ケア病棟への 

転科がスムーズに進むよう情報提供を行いました。化学療法 

の手順書を改訂し、化学療法についての学習会実施を通し 

て対応できる職員を増やしました。 

 

 

 

 

 

（２）実績 

新入院患者数 １１２人 

入院延べ患者数 １,２７６人 

平均在院日数 １１.１日 

病床利用率 ８４.４％ 

気管支鏡検査実施数 ７９件/年 

ＤＰＣⅠ・Ⅱ期間内の退院平均 ６５.６％ 

医療看護必要度 平均３０.８％ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

化学療法、麻薬の使用方法やPCAポンプの使い方、症状緩

和について学習を行いました。 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）ＤＯＣ期間Ⅱまで退院７５％以上、医療看護必要度３０％

以上の継続を目指し、退院目標の明確化と各職種が具体的

介入できるよう、カンファレンスを有効活用します。また、緊

急入院受け入れを増やし、空きベッドの有効活用に対応で

きるよう、柔軟なベッド調整を行います。 

（２）呼吸器チーム、ＤＭチーム、ケモ･緩和ケアチームを中心

に、職員の育成と看護課題の改善に努めます。 

 

 

 

 

ＣＣ５５病病棟棟看看護護科科 

--112277--



埼玉協同病院 年報 2019 年 VOL.32（通巻第34 号） 

 

 

 

 

看護長 佐藤笑美子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病床数５７床です。変形性関節症や脊椎、骨折や外傷など

の疾患が多く、手術や急性期の治療・処置を必要とする患者

様の受け入れをしています。また、周手術期看護を中心とした

病棟業務を行っています。 

 

２２．．体体制制  3366名名  

職職種種      

保健師 １名  

看護師 ３１名  

准看護師 １名  

看護助手 ３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

新入院患者数 平均７８.３人 

延べ入院患者数 １７,９９０人 

平均在院日数 １７.５日 

病床利用率 ８６.７％ 

手術件数 ９９２件 

死亡数 １件 

（２）総括 

①平均在院日数１７.５日、月平均入院数７８.３人となりました。  

老人保健施設みぬまとの連携会議を開催し、入所へのス 

ムーズな受け入れ方法を確立しました。他施設への紹介 

も促進し、多くの新患を受け入れました。また他職種参加 

のカンファレンスを活用し在院日数短縮につながりました。 

②電子パスの新規作成と見直しを実施しました。 

③ディンクルを活用し褥瘡改善率の改善に努力しました。 

マットの学習会をしてマットの変更を行い、セーフマス 

ターへのリスク評価入力などを徹底しました。 

④整形外科での入院患者の多い疾患をもとに疾患チーム 

で活動しています。学習会企画やパス見直し、手順書の 

見直しを行いました。  

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）整形外科病棟の周手術期看護のレベルアップを図ります。 

（２）多職種で入院時から関わりを持ち、患者様の意向に沿っ 

た退院支援を行います。 

（３）さらなる在院日数の短縮と入院数の確保を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 松田昌一 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）病棟数は５５床です。 

（２）消化器悪性疾患（消化器がん・呼吸器がん・乳がん等）や 

良性疾患（胆石・虫垂炎・腸閉塞・鼡径ヘルニア等）の手術 

療法を受ける患者様の看護に取り組んでいます。 

（３）化学療法室と連携して術前・術後の化学療法を受ける患 

者様を受け入れています。 

（４）整形外科疾患（上肢下肢の骨折・大腿骨頚部骨折・脊椎疾 

患）の手術療法を受ける患者様の看護に取り組んでいます。 

 

２２．．体体制制  3355名名  

職職種種      

保健師 ４名  

助産師 １名  

看護師 ２５名  

認定看護師 ２名 （がん化学療法、緩和ケア） 

看護助手 ３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

入院患者数 ３,１１３人 （１１１．5 人/月） 

入院延人数 １６,２２５人  

平均在院日数 １１.６日  

病床利用率（占床率） ８１.５％  

手術件数 ７１０件 （緊急１３４件） 

※外科系腹腔鏡下手術の割合：３９.４％ 

（２）総括 

①医師やメディカルスタッフと協力して入院患者の医療・看 

護に取り組みました。 

②がん医療においては、がん関連認定看護師を中心に、 

外科、乳腺外科のキャンサーボードを定期開催し、多職 

種での情報交換・共有により切れ目のなく取り組みました。 

③整形外科疾患の患者を昨年度より多く受け入れ、周手術 

期・退院指導を含めた医療・看護に取り組みました。（整 

形外科入院数２２８件） 
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４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）各種参加 

６月 第２４回日本緩和医療学会学術集会 

７月 第１７回日本臨床腫瘍学会学術集会 

９月 第４回日本がんサポーティブケア学会学術集会 

１０月 第５７回日本癌治療学会学術集会 

２月 第３４回日本がん看護学会学術集会 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）高難易度の手術に対応できる周術期看護のスキルアップ 

を目指します。 

（２）多職種と協働し、術前から退院に向けた患者教育の充実 

を目指します。 

（３）クリニカルパスの評価・修正を進め、適切な治療・看護を提 

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 大森有紀 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

Ｄ４病棟はＨＣＵ４床と、循環器・糖尿病・腎臓病・脳梗塞や

脳出血などの血管障害の患者様が入院されている一般病床 

４６床の病棟です。多職種で患者様に関わる業務体制を整え

質の向上を目指しています。また、医師の初期研修の場とし

て、医師、看護師が共に学び合う環境作りを目標に活動して

います。 

 

２２．．体体制制  3377名名  

職職種種      

保健師 ２名  

看護師 ３５名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

ＨＣＵ病棟として、消化管穿孔など外科の術後で重症管理

が必要な患者の受け入れを行い、術後管理が適切に行える

よう業務基準の作成を行いました。重症治療管理の他、身体

的・精神的ケア、早期リハビリ介入、不安が大きい御家族への

関わり、身寄りのいない患者様への治療方針決定を多職種

で行い、退室後の退院支援へとつなげました。 

また、高齢者の多い一般病床では、患者様や家族の意向

をうかがいながら、病気や介護とどのように向き合うか、どこで

最期を迎えるかを考えていただけるような関わりを行ってきま

した。糖尿病や腎臓病などの慢性疾患を抱えた患者様には、

病気を理解した上で日常生活を送ることができるよう指導を

行いました。 

（２）実績（月平均） 

入院患者数 １１２.２人 

入院延べ人数 １２５５.９人 

平均在院日数 ９.９日 

病床利用率 ９１.６％ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）ＨＣＵを担当するために必要な業務の支援と評価 

（２）全職員・他院所に向けたＢＬＳ、ＩＣＬＳの指導 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

急性期病院として、救急患者を一人でも多く受け容れられるよ

うな体制作りを継続します。また、在院日数の短縮と病床稼動

率を上げる取り組みを多職種で行います。ひとりひとりの患者

様を大切にしながら、多様な疾患や背景、高齢化社会に対応

できる職員の育成に努めます。 

ＤＤ４４病病棟棟・・ＨＨＣＣＵＵ看看護護科科 
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看護長 佐藤笑美子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病床数５７床です。変形性関節症や脊椎、骨折や外傷など

の疾患が多く、手術や急性期の治療・処置を必要とする患者

様の受け入れをしています。また、周手術期看護を中心とした

病棟業務を行っています。 

 

２２．．体体制制  3366名名  

職職種種      

保健師 １名  

看護師 ３１名  

准看護師 １名  

看護助手 ３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

新入院患者数 平均７８.３人 

延べ入院患者数 １７,９９０人 

平均在院日数 １７.５日 

病床利用率 ８６.７％ 

手術件数 ９９２件 

死亡数 １件 

（２）総括 

①平均在院日数１７.５日、月平均入院数７８.３人となりました。  

老人保健施設みぬまとの連携会議を開催し、入所へのス 

ムーズな受け入れ方法を確立しました。他施設への紹介 

も促進し、多くの新患を受け入れました。また他職種参加 

のカンファレンスを活用し在院日数短縮につながりました。 

②電子パスの新規作成と見直しを実施しました。 

③ディンクルを活用し褥瘡改善率の改善に努力しました。 

マットの学習会をしてマットの変更を行い、セーフマス 

ターへのリスク評価入力などを徹底しました。 

④整形外科での入院患者の多い疾患をもとに疾患チーム 

で活動しています。学習会企画やパス見直し、手順書の 

見直しを行いました。  

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）整形外科病棟の周手術期看護のレベルアップを図ります。 

（２）多職種で入院時から関わりを持ち、患者様の意向に沿っ 

た退院支援を行います。 

（３）さらなる在院日数の短縮と入院数の確保を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 松田昌一 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）病棟数は５５床です。 

（２）消化器悪性疾患（消化器がん・呼吸器がん・乳がん等）や 

良性疾患（胆石・虫垂炎・腸閉塞・鼡径ヘルニア等）の手術 

療法を受ける患者様の看護に取り組んでいます。 

（３）化学療法室と連携して術前・術後の化学療法を受ける患 

者様を受け入れています。 

（４）整形外科疾患（上肢下肢の骨折・大腿骨頚部骨折・脊椎疾 

患）の手術療法を受ける患者様の看護に取り組んでいます。 

 

２２．．体体制制  3355名名  

職職種種      

保健師 ４名  

助産師 １名  

看護師 ２５名  

認定看護師 ２名 （がん化学療法、緩和ケア） 

看護助手 ３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

入院患者数 ３,１１３人 （１１１．5 人/月） 

入院延人数 １６,２２５人  

平均在院日数 １１.６日  

病床利用率（占床率） ８１.５％  

手術件数 ７１０件 （緊急１３４件） 

※外科系腹腔鏡下手術の割合：３９.４％ 

（２）総括 

①医師やメディカルスタッフと協力して入院患者の医療・看 

護に取り組みました。 

②がん医療においては、がん関連認定看護師を中心に、 

外科、乳腺外科のキャンサーボードを定期開催し、多職 

種での情報交換・共有により切れ目のなく取り組みました。 

③整形外科疾患の患者を昨年度より多く受け入れ、周手術 

期・退院指導を含めた医療・看護に取り組みました。（整 

形外科入院数２２８件） 

 

 

 

 

ＤＤ２２病病棟棟看看護護科科 ＤＤ３３病病棟棟看看護護科科 
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４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）各種参加 

６月 第２４回日本緩和医療学会学術集会 

７月 第１７回日本臨床腫瘍学会学術集会 

９月 第４回日本がんサポーティブケア学会学術集会 

１０月 第５７回日本癌治療学会学術集会 

２月 第３４回日本がん看護学会学術集会 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）高難易度の手術に対応できる周術期看護のスキルアップ 

を目指します。 

（２）多職種と協働し、術前から退院に向けた患者教育の充実 

を目指します。 

（３）クリニカルパスの評価・修正を進め、適切な治療・看護を提 

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 大森有紀 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

Ｄ４病棟はＨＣＵ４床と、循環器・糖尿病・腎臓病・脳梗塞や

脳出血などの血管障害の患者様が入院されている一般病床 

４６床の病棟です。多職種で患者様に関わる業務体制を整え

質の向上を目指しています。また、医師の初期研修の場とし

て、医師、看護師が共に学び合う環境作りを目標に活動して

います。 

 

２２．．体体制制  3377名名  

職職種種      

保健師 ２名  

看護師 ３５名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

ＨＣＵ病棟として、消化管穿孔など外科の術後で重症管理

が必要な患者の受け入れを行い、術後管理が適切に行える

よう業務基準の作成を行いました。重症治療管理の他、身体

的・精神的ケア、早期リハビリ介入、不安が大きい御家族への

関わり、身寄りのいない患者様への治療方針決定を多職種

で行い、退室後の退院支援へとつなげました。 

また、高齢者の多い一般病床では、患者様や家族の意向

をうかがいながら、病気や介護とどのように向き合うか、どこで

最期を迎えるかを考えていただけるような関わりを行ってきま

した。糖尿病や腎臓病などの慢性疾患を抱えた患者様には、

病気を理解した上で日常生活を送ることができるよう指導を

行いました。 

（２）実績（月平均） 

入院患者数 １１２.２人 

入院延べ人数 １２５５.９人 

平均在院日数 ９.９日 

病床利用率 ９１.６％ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）ＨＣＵを担当するために必要な業務の支援と評価 

（２）全職員・他院所に向けたＢＬＳ、ＩＣＬＳの指導 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

急性期病院として、救急患者を一人でも多く受け容れられるよ

うな体制作りを継続します。また、在院日数の短縮と病床稼動

率を上げる取り組みを多職種で行います。ひとりひとりの患者

様を大切にしながら、多様な疾患や背景、高齢化社会に対応

できる職員の育成に努めます。 

ＤＤ４４病病棟棟・・ＨＨＣＣＵＵ看看護護科科 
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看護長 福田友美 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

脳血管疾患、運動器疾患、急性期治療後の廃用症候群の

患者を中心に、回復期リハビリテーションを提供し、障害受容

から地域社会復帰に向けた支援を行っています。 

 

２２．．体体制制  3344名名  

職職種種      

医師 ２名  

保健師 １名  

看護師 ２１名  

介護福祉士 ９名  

事務総合職 １名  

※上記以外：社会福祉士２名、薬剤師１名、管理栄養士１名 

        理学療法士１２名、作業療法士１１、言語聴覚 

士６名（兼務）、歯科衛生士２名（兼務） 

  

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

チーム医療の展開により、患者、家族が安心して住み慣れ

た環境に戻れるよう、退院支援を行い、在宅復帰率が高い実

績があります。２０２０年１月より、回復期リハビリテーション病棟

入院料１を算定しています。 

 

（１）実績 

入院患者数 １４１人 

転入数 １５３人 

平均在院日数 ５４.９日 

病床稼動率 ９４.６％ 

在宅復帰率 ８８.１％ 

重症患者回復率 ７２.４％ 

アウトカム評価（実績指数） ４３.６８ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

回復期リハビリテーション病棟協会 認定看護師研修受講 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

回復期リハビリ入院料１の基準を維持する実績と、スタッフ

の育成を含む、質の向上を目指します。質の評価として、患者、

家族満足度調査を実施し、業務改善、リハビリテーションの質、

ケアの質の改善につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長  熊木直美 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

手術室では安全で安楽な周術期の看護を展開することを目

標に、病棟や多職種と連携し予定手術はもちろん緊急手術に

も２４時間対応しています。入院、さらに手術が必要と言われ

た患者様やご家族の精神的なストレスや不安を軽減できるよう

外来から継続して関わっています。手術では正確な手術介助

を行いながら患者様の状態を注視し、手術患者様の代弁者と

して寄り添った看護を行っています。 

 

２２．．体体制制  3300名名  

職職種種        

皮膚・排泄認定看護師 １名   

手術看護実践指導看護師 １名   

保健師 １名   

看護師 ２１名   

准看護師 １名   

看護助手 ５名   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

今年度、外科では難易度の高い胆肝膵の長時間手術や腹

腔鏡手術を多く行い、患者様や心配するご家族に寄り添い不

安軽減に努めてきました。整形外科では日本に数少ない人工

膝関節手術用ロボットを導入したことで、看護師も必要な知識

や高い介助技術の習得に努めました。眼科では入院手術（白

内障、緑内障）開始にあたり、外来や病棟とシミュレーションを

行うなど連携し、スムーズな導入となりました。手術件数増加

に伴い、麻酔科外来受診件数も増える中、不安や個別の思い

を汲み取り計画を立案し、看護に繋げています。水曜日のペ

イン外来も開始当初の倍以上の受診があり痛みに苦しむ患者

様の話を傾聴し一緒に少しでも楽なる生活スタイルなどを考え

ています。 

また今年度は働き方改革に伴い、スタッフの疲労軽減と残

業削減の観点から時差出勤体制と早番勤務も導入しました。 

（１）実績（前年比） 

各科手術件数 

２,７３５件（１０７.１％） 

外科６９５件、整形外科１,４８２件、産婦

人科３０３件、透析科４９件、耳鼻咽喉

科８５件、眼科１２１件 

全身麻酔手術   ２,０６７件（１０６.３％） 

術前訪問件数 １,８０３件/外来手術は対象外 

術中訪問件数 １５３件/３時間以上の外科手術対象 

術後訪問件数 １,２２０件 

 

ＤＤ５５病病棟棟看看護護科科 手手術術看看護護科科 
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４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１１月 ・自己血採血の安全管理 

２月 ・Ａ病院手術室におけるラテックスアレルギー対

策への取り組み －ＬＡハイリスクグループ判定

基準の導入を通じて－ 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

７月 ・安全な輸血実施について 

１２月 ・自己血採血と豆知識① 

１月 ・埼玉県合同輸血療法委員会－看護師部会の活

動と展望 

２月 ・安全な輸血実施を目指した看護師への教育活

動 

（３）著書・論文等（Ｐ１９４参照） 

臨床輸血看護師の役割－臨床検査技師との関わりを中心

に－ 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

急性期病院の手術室として、予定手術だけでなく 1 件でも

多くの緊急手術を受け入れ、患者様の希望に応えていけるよ

う体制を整えていきます。２０２０年度は麻酔科を含む各科医

師の増員に伴い、手術枠が増加しました。より多くの手術を６

室フル稼働させ、安全に効率よく行っていけるよう、手術室ス

タッフのマネージメント教育も大きな課題です。件数が増えて

も質を維持し、多職種との連携をさらにすすめて誠実で温か

な看護を実践していけるよう努力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 吉田暁子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

透析室では入院透析と外来維持透析を行なっています。入

院は糖尿病外来や腎外来からの予定導入、症状悪化による緊

急透析、他施設の維持患者で入院が必要な場合の透析に対

応しています。維持患者には合併症予防のため、食事・水分

管理や日常生活に対しての患者指導を行なっています。シャ

ント不全のシャント拡張術にも対応しています。 

 

２２．．体体制制  １１77名名  

職職種種        

看護師 １０名   

准看護師 ２名   

臨床工学技士 ４名   

事務総合職 １名   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

年間透析件数 ９２２件 

新規透析導入数 ３６人 

外来透析管理患者数延べ ６９５人 

入院透析管理患者数延べ ２２９人 

（２）特徴 

①急性期および透析導入病院としての役割として、緊急透 

析患者の対応、糖尿病外来・腎外来と連携し、透析導入 

患者への生活指導を実践しています。 

②エコー下での穿刺の技術の習得や、カテーテル留置患 

者へのケアなど、安全で安心な透析治療を提供していま 

す。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）埼玉透析医学会参加 

（２）透析医療従事者研修参加 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）透析看護外来で糖尿病や慢性腎臓病の患者・家族への指 

導を行い、透析導入病院としての役割を発揮していきます。 

（２）臨床工学技師や栄養士など他職種と連携し、維持透析患 

者への生活指導を実施し、安定した維持透析治療や看護を 

提供していきます。 

（３）シャントの管理や、穿刺（エコー下穿刺含む）の技術の向 

上を目指し、患者への苦痛の軽減に努めます。 

（４）防災訓練を実施し、災害発生時や緊急時に対応していき 

ます。 

透透析析看看護護科科 
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看護長 福田友美 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

脳血管疾患、運動器疾患、急性期治療後の廃用症候群の

患者を中心に、回復期リハビリテーションを提供し、障害受容

から地域社会復帰に向けた支援を行っています。 

 

２２．．体体制制  3344名名  

職職種種      

医師 ２名  

保健師 １名  

看護師 ２１名  

介護福祉士 ９名  

事務総合職 １名  

※上記以外：社会福祉士２名、薬剤師１名、管理栄養士１名 

        理学療法士１２名、作業療法士１１、言語聴覚 

士６名（兼務）、歯科衛生士２名（兼務） 

  

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

チーム医療の展開により、患者、家族が安心して住み慣れ

た環境に戻れるよう、退院支援を行い、在宅復帰率が高い実

績があります。２０２０年１月より、回復期リハビリテーション病棟

入院料１を算定しています。 

 

（１）実績 

入院患者数 １４１人 

転入数 １５３人 

平均在院日数 ５４.９日 

病床稼動率 ９４.６％ 

在宅復帰率 ８８.１％ 

重症患者回復率 ７２.４％ 

アウトカム評価（実績指数） ４３.６８ 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

回復期リハビリテーション病棟協会 認定看護師研修受講 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

回復期リハビリ入院料１の基準を維持する実績と、スタッフ

の育成を含む、質の向上を目指します。質の評価として、患者、

家族満足度調査を実施し、業務改善、リハビリテーションの質、

ケアの質の改善につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長  熊木直美 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

手術室では安全で安楽な周術期の看護を展開することを目

標に、病棟や多職種と連携し予定手術はもちろん緊急手術に

も２４時間対応しています。入院、さらに手術が必要と言われ

た患者様やご家族の精神的なストレスや不安を軽減できるよう

外来から継続して関わっています。手術では正確な手術介助

を行いながら患者様の状態を注視し、手術患者様の代弁者と

して寄り添った看護を行っています。 

 

２２．．体体制制  3300名名  

職職種種        

皮膚・排泄認定看護師 １名   

手術看護実践指導看護師 １名   

保健師 １名   

看護師 ２１名   

准看護師 １名   

看護助手 ５名   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

今年度、外科では難易度の高い胆肝膵の長時間手術や腹

腔鏡手術を多く行い、患者様や心配するご家族に寄り添い不

安軽減に努めてきました。整形外科では日本に数少ない人工

膝関節手術用ロボットを導入したことで、看護師も必要な知識

や高い介助技術の習得に努めました。眼科では入院手術（白

内障、緑内障）開始にあたり、外来や病棟とシミュレーションを

行うなど連携し、スムーズな導入となりました。手術件数増加

に伴い、麻酔科外来受診件数も増える中、不安や個別の思い

を汲み取り計画を立案し、看護に繋げています。水曜日のペ

イン外来も開始当初の倍以上の受診があり痛みに苦しむ患者

様の話を傾聴し一緒に少しでも楽なる生活スタイルなどを考え

ています。 

また今年度は働き方改革に伴い、スタッフの疲労軽減と残

業削減の観点から時差出勤体制と早番勤務も導入しました。 

（１）実績（前年比） 

各科手術件数 

２,７３５件（１０７.１％） 

外科６９５件、整形外科１,４８２件、産婦

人科３０３件、透析科４９件、耳鼻咽喉

科８５件、眼科１２１件 

全身麻酔手術   ２,０６７件（１０６.３％） 

術前訪問件数 １,８０３件/外来手術は対象外 

術中訪問件数 １５３件/３時間以上の外科手術対象 

術後訪問件数 １,２２０件 

 

ＤＤ５５病病棟棟看看護護科科 手手術術看看護護科科 
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４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１１月 ・自己血採血の安全管理 

２月 ・Ａ病院手術室におけるラテックスアレルギー対

策への取り組み －ＬＡハイリスクグループ判定

基準の導入を通じて－ 

（２）講演会活動等（Ｐ１８８参照） 

７月 ・安全な輸血実施について 

１２月 ・自己血採血と豆知識① 

１月 ・埼玉県合同輸血療法委員会－看護師部会の活

動と展望 

２月 ・安全な輸血実施を目指した看護師への教育活

動 

（３）著書・論文等（Ｐ１９４参照） 

臨床輸血看護師の役割－臨床検査技師との関わりを中心

に－ 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

急性期病院の手術室として、予定手術だけでなく 1 件でも

多くの緊急手術を受け入れ、患者様の希望に応えていけるよ

う体制を整えていきます。２０２０年度は麻酔科を含む各科医

師の増員に伴い、手術枠が増加しました。より多くの手術を６

室フル稼働させ、安全に効率よく行っていけるよう、手術室ス

タッフのマネージメント教育も大きな課題です。件数が増えて

も質を維持し、多職種との連携をさらにすすめて誠実で温か

な看護を実践していけるよう努力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護長 吉田暁子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

透析室では入院透析と外来維持透析を行なっています。入

院は糖尿病外来や腎外来からの予定導入、症状悪化による緊

急透析、他施設の維持患者で入院が必要な場合の透析に対

応しています。維持患者には合併症予防のため、食事・水分

管理や日常生活に対しての患者指導を行なっています。シャ

ント不全のシャント拡張術にも対応しています。 

 

２２．．体体制制  １１77名名  

職職種種        

看護師 １０名   

准看護師 ２名   

臨床工学技士 ４名   

事務総合職 １名   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

年間透析件数 ９２２件 

新規透析導入数 ３６人 

外来透析管理患者数延べ ６９５人 

入院透析管理患者数延べ ２２９人 

（２）特徴 

①急性期および透析導入病院としての役割として、緊急透 

析患者の対応、糖尿病外来・腎外来と連携し、透析導入 

患者への生活指導を実践しています。 

②エコー下での穿刺の技術の習得や、カテーテル留置患 

者へのケアなど、安全で安心な透析治療を提供していま 

す。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）埼玉透析医学会参加 

（２）透析医療従事者研修参加 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）透析看護外来で糖尿病や慢性腎臓病の患者・家族への指 

導を行い、透析導入病院としての役割を発揮していきます。 

（２）臨床工学技師や栄養士など他職種と連携し、維持透析患 

者への生活指導を実施し、安定した維持透析治療や看護を 

提供していきます。 

（３）シャントの管理や、穿刺（エコー下穿刺含む）の技術の向 

上を目指し、患者への苦痛の軽減に努めます。 

（４）防災訓練を実施し、災害発生時や緊急時に対応していき 

ます。 

透透析析看看護護科科 
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看護長 四方田寿子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

看護育成課の役割は、人材の確保と育成、キャリアアップ支

援と考えています。そして、私たちのビジョンは、民医連の看

護の継承する事と、一人ひとりの看護観を実現する事を後押し

することだと思っています。 

 

２２．．体体制制  22名名  

職職種種        

保健師 １名   

看護師 １名   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

中学・高校生の職業（看護）体験・看護学生インターンシップ

の受け入れ等、看護職員確保に向けた取り組み、県連キャリ

アアップ委員会のもと、教育センターとしての機能を有し、中

南部・北部・西部サポートセンターと連携しながら看護職員の

育成を支援しています。 

また、保健師として役割発揮ができる環境調整、看護学生

実習受け入れ調整、副主任研修の企画運営、既卒入職者の

確保と育成のために支援する役割も担っています。 

 

（１）キャリ１(卒後１年目から３年目)研修 

①シミュレーション研修・フィールドワーク研修を実践するに 

あたり、様々なワークショップデザイン（ホワイトボードミー 

ティング・ワールドカフェ等）を用いて企画し、職場での実 

践能力を育てる機会となりました。 

②社会と健康がつながっている事に気づき、患者の抱える 

問題は、個人の問題・自己責任だけではない事を３年間 

の研修で学んでいます。 

（２）キャリ２研修開催と既卒（中途）入職者への支援 

①病院見学者には病院の特徴や全体の雰囲気を伝え、入 

職後は技術チェックの再確認を行い、配属病棟へ育成に 

向けての情報提供を行ってきました。 

②中途入職者研修と法人キャリ２研修内容をあわせて研修 

を企画し、育成の視点・認定看護師による講義と演習・民 

医綱領の実践内容を聞き、理解を深める事に繋がりまし 

た。 

③副主任（新任者含む）を対象に、業務管理とナラティブアプ 

ローチ・キャリアデザインを考える研修を企画し、自己の経 

験から看護観を共有し、職務基準の内容を把握する事がで 

きました。 

 

 

 

 

（３）看護学生実習受け入れ状況 

学学校校（（県県内内・・県県外外））  学学校校数数  実実人人数数  

専門学校 ３ １２３名 

大学 ４ １０３名 

その他 

助産専攻・実習指導者 
３ ８名 

（４）インターンシップ受け入れ実態（４月～２月） 

※新型コロナウイルスによりインターンシップ中止 

※助産師インターンシップは低学年時に実施 

  総総数数  内内定定決決定定率率  

看護師 ７７名 ５０.０％ 

助産師 ５名 ０.０％ 

保健師 １５名 ４０.０％ 

計 ９７名 ４８.６％ 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  
（１）外部研修（看護協会等） 

（２）著作・・論文、寄稿等（Ｐ１９４参照） 

職員のヘススプロモーションの取り組み 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）次年度のキャリ１卒後研修は、地域サポート事の特徴を活 

した研修スタイルや方法を検討していくことが求められてい 

ます。より、指導者側の育成が重要になるため、現場での情 

報収集を大事にして工夫していきたいと考えています。 

（２）学生にとって魅力ある職場の一つとして選択されるよう、イ 

ンターンシップ内容をさらに充実させ、民医連の看護を感じ 

られるよう院内看護学生委員会と協力して取り組んでいきた 

いと思っています。 

（３）既卒（中途）入職者も含めて、新人看護職員をチーム・病 

院全体で育成していることが実感できる教育風土を作り上 

げていきたいと考えています。 

 

 

看護師

79%

助産師

5%

保健師

16%

職職種種のの割割合合（（２２００１１９９年年度度総総数数））

看看護護育育成成課課 
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主任 高田千春 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

看護業務支援として安全で快適な療養環境整備を看護師

指導のもと、日々の業務を遂行します。また看護部門のメンバ

ーとして、年間教育計画に基づき、職員の力量向上や能力開

発に努めています。 

  

２２．．体体制制  4488名名  

職職種種    

看護助手 ４８名（うち常勤職員７名） 

  

３３．．配配属属先先  

整形外科外来・耳鼻咽喉科外来・手術室・内視鏡室・ 

Ｃ２病棟・Ｃ３病棟・Ｃ４病棟・Ｃ５病棟・Ｄ２病棟・Ｄ３病棟・ 

Ｄ４病棟  

  

４４．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

看護師指導のもと、清潔介助、排泄介助、移乗移動介助、

食事配膳下膳、ベッドメイクなど患者が安心して療養できる環

境づくりをおこなっています。 

 

５５．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）接遇マナー研修 

（２）医療安全（車椅子介助・移乗移動介助） 

（３）感染対策学習（手指衛生とＰＰＥの着脱・流行性感染症基

礎知識と予防策・感染経路別予防学習） 

（４）生活習慣病学習会（病気にならない健康な体づくり） 

（５）内視鏡機器の取り扱いと故障予防 

（６）放射線被ばく学習 

（７）ＢＬＳ学習会 

 

６６．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）他職種との連携を強め、サポートの対応力向上を図って 

いきます。 

（２）課題に積極的に取り組み、新たなことに挑戦していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課長 我妻真巳子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医局長を補佐し、医局運営課題を推進するため他職種と協

力してよりよい医療が提供できるよう支援します。初期臨床研

修医および後期研修医(専攻医)の対応、プログラムの管理と

運営を行っています。  

 

２２．．体体制制  55名名  

職職種種      

事務総合職 ４名  

非常勤職員 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）医局事務課と教育研修室の統合により、新たに研修関連 

の課題など課や個々の業務整備を行いました。 

（２）医局目標に対して、医局運営委員会や月例医局会議で進 

捗確認を行い、達成に向けて取り組みました。 

（３）初期研修医、専攻医、既卒医師、大学派遣などの非常勤 

医師に対し、医局のオリエンテーション、診療支援（電子カ 

ルテ操作説明）を行いました。 

（４）初期研修委員会・専門研修委員会のメンバーを中心に研 

修全体の管理を行い、研修修了に向けた支援（研修システ 

ムへの登録・確認）を行いました。 

（５）基幹病院、関連病院等の更新申請や年次報告の作成を 

行いました。 

（６）後継者の確保・育成に対して、初期研修医８名、専攻医５ 

名、既卒医師４名の入職が決まりました。 

（７）ＨＰＨの取り組みでは、 ８月に東浦和駅で『駅前健康相 

談』を実施し、医師１４名、他職種１５名が参加し、相談件数 

２７件と多数の相談を受けました。 

 

４４．．教教育育、、研研修修、、研研究究活活動動  

初期研修担当者が JCEP（卒後臨床研修評価機構）のサー

ベイヤーとして、病院審査に参加しました。 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）医局を中心に病院全体で後継者の確保・育成に取り 組 

みます。全職員が専門研修プログラムへの理解を深めても 

らえるよう、医局事務の役割を発揮します。 

（２）初期研修医、専攻医や既卒医師に対してのオリエンテー 

ションやレクチャーを計画的に行うような仕組みを構築しま 

す。また他職種と定期的に情報共有ができるシステムを検 

討します。 

（３）医師の働き方改革に向けて、検討を進めます。 

 

看看護護ササポポーートト 医医局局事事務務課課 
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看護長 四方田寿子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

看護育成課の役割は、人材の確保と育成、キャリアアップ支

援と考えています。そして、私たちのビジョンは、民医連の看

護の継承する事と、一人ひとりの看護観を実現する事を後押し

することだと思っています。 

 

２２．．体体制制  22名名  

職職種種        

保健師 １名   

看護師 １名   

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

中学・高校生の職業（看護）体験・看護学生インターンシップ

の受け入れ等、看護職員確保に向けた取り組み、県連キャリ

アアップ委員会のもと、教育センターとしての機能を有し、中

南部・北部・西部サポートセンターと連携しながら看護職員の

育成を支援しています。 

また、保健師として役割発揮ができる環境調整、看護学生

実習受け入れ調整、副主任研修の企画運営、既卒入職者の

確保と育成のために支援する役割も担っています。 

 

（１）キャリ１(卒後１年目から３年目)研修 

①シミュレーション研修・フィールドワーク研修を実践するに 

あたり、様々なワークショップデザイン（ホワイトボードミー 

ティング・ワールドカフェ等）を用いて企画し、職場での実 

践能力を育てる機会となりました。 

②社会と健康がつながっている事に気づき、患者の抱える 

問題は、個人の問題・自己責任だけではない事を３年間 

の研修で学んでいます。 

（２）キャリ２研修開催と既卒（中途）入職者への支援 

①病院見学者には病院の特徴や全体の雰囲気を伝え、入 

職後は技術チェックの再確認を行い、配属病棟へ育成に 

向けての情報提供を行ってきました。 

②中途入職者研修と法人キャリ２研修内容をあわせて研修 

を企画し、育成の視点・認定看護師による講義と演習・民 

医綱領の実践内容を聞き、理解を深める事に繋がりまし 

た。 

③副主任（新任者含む）を対象に、業務管理とナラティブアプ 

ローチ・キャリアデザインを考える研修を企画し、自己の経 

験から看護観を共有し、職務基準の内容を把握する事がで 

きました。 

 

 

 

 

（３）看護学生実習受け入れ状況 

学学校校（（県県内内・・県県外外））  学学校校数数  実実人人数数  

専門学校 ３ １２３名 

大学 ４ １０３名 

その他 

助産専攻・実習指導者 
３ ８名 

（４）インターンシップ受け入れ実態（４月～２月） 

※新型コロナウイルスによりインターンシップ中止 

※助産師インターンシップは低学年時に実施 

  総総数数  内内定定決決定定率率  

看護師 ７７名 ５０.０％ 

助産師 ５名 ０.０％ 

保健師 １５名 ４０.０％ 

計 ９７名 ４８.６％ 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  
（１）外部研修（看護協会等） 

（２）著作・・論文、寄稿等（Ｐ１９４参照） 

職員のヘススプロモーションの取り組み 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）次年度のキャリ１卒後研修は、地域サポート事の特徴を活 

した研修スタイルや方法を検討していくことが求められてい 

ます。より、指導者側の育成が重要になるため、現場での情 

報収集を大事にして工夫していきたいと考えています。 

（２）学生にとって魅力ある職場の一つとして選択されるよう、イ 

ンターンシップ内容をさらに充実させ、民医連の看護を感じ 

られるよう院内看護学生委員会と協力して取り組んでいきた 

いと思っています。 

（３）既卒（中途）入職者も含めて、新人看護職員をチーム・病 

院全体で育成していることが実感できる教育風土を作り上 

げていきたいと考えています。 

 

 

看護師

79%

助産師

5%

保健師

16%

職職種種のの割割合合（（２２００１１９９年年度度総総数数））

看看護護育育成成課課 
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主任 高田千春 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

看護業務支援として安全で快適な療養環境整備を看護師

指導のもと、日々の業務を遂行します。また看護部門のメンバ

ーとして、年間教育計画に基づき、職員の力量向上や能力開

発に努めています。 

  

２２．．体体制制  4488名名  

職職種種    

看護助手 ４８名（うち常勤職員７名） 

  

３３．．配配属属先先  

整形外科外来・耳鼻咽喉科外来・手術室・内視鏡室・ 

Ｃ２病棟・Ｃ３病棟・Ｃ４病棟・Ｃ５病棟・Ｄ２病棟・Ｄ３病棟・ 

Ｄ４病棟  

  

４４．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

看護師指導のもと、清潔介助、排泄介助、移乗移動介助、

食事配膳下膳、ベッドメイクなど患者が安心して療養できる環

境づくりをおこなっています。 

 

５５．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）接遇マナー研修 

（２）医療安全（車椅子介助・移乗移動介助） 

（３）感染対策学習（手指衛生とＰＰＥの着脱・流行性感染症基

礎知識と予防策・感染経路別予防学習） 

（４）生活習慣病学習会（病気にならない健康な体づくり） 

（５）内視鏡機器の取り扱いと故障予防 

（６）放射線被ばく学習 

（７）ＢＬＳ学習会 

 

６６．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）他職種との連携を強め、サポートの対応力向上を図って 

いきます。 

（２）課題に積極的に取り組み、新たなことに挑戦していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課長 我妻真巳子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医局長を補佐し、医局運営課題を推進するため他職種と協

力してよりよい医療が提供できるよう支援します。初期臨床研

修医および後期研修医(専攻医)の対応、プログラムの管理と

運営を行っています。  

 

２２．．体体制制  55名名  

職職種種      

事務総合職 ４名  

非常勤職員 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）医局事務課と教育研修室の統合により、新たに研修関連 

の課題など課や個々の業務整備を行いました。 

（２）医局目標に対して、医局運営委員会や月例医局会議で進 

捗確認を行い、達成に向けて取り組みました。 

（３）初期研修医、専攻医、既卒医師、大学派遣などの非常勤 

医師に対し、医局のオリエンテーション、診療支援（電子カ 

ルテ操作説明）を行いました。 

（４）初期研修委員会・専門研修委員会のメンバーを中心に研 

修全体の管理を行い、研修修了に向けた支援（研修システ 

ムへの登録・確認）を行いました。 

（５）基幹病院、関連病院等の更新申請や年次報告の作成を 

行いました。 

（６）後継者の確保・育成に対して、初期研修医８名、専攻医５ 

名、既卒医師４名の入職が決まりました。 

（７）ＨＰＨの取り組みでは、 ８月に東浦和駅で『駅前健康相 

談』を実施し、医師１４名、他職種１５名が参加し、相談件数 

２７件と多数の相談を受けました。 

 

４４．．教教育育、、研研修修、、研研究究活活動動  

初期研修担当者が JCEP（卒後臨床研修評価機構）のサー

ベイヤーとして、病院審査に参加しました。 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）医局を中心に病院全体で後継者の確保・育成に取り 組 

みます。全職員が専門研修プログラムへの理解を深めても 

らえるよう、医局事務の役割を発揮します。 

（２）初期研修医、専攻医や既卒医師に対してのオリエンテー 

ションやレクチャーを計画的に行うような仕組みを構築しま 

す。また他職種と定期的に情報共有ができるシステムを検 

討します。 

（３）医師の働き方改革に向けて、検討を進めます。 

 

看看護護ササポポーートト 医医局局事事務務課課 
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科長 福島 研 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）今年は手術室での医薬品の使用、払い出し、在庫管理 

の業務を開始しました。その他に、カルテの記録の改善、 

危険薬や注意を要する薬剤の安全管理の向上の取り組 

みを進めてきました。 

（２）引き続きキャンサーボードに分担して参加し、レジメンの 

検討、作成、個々の投与設計などに積極的に関わり、が 

ん患者指導管理料ハの算定に必要な業務本格的に進め 

られ、的確で安全ながん診療に参画してきました。 

（３）ＣＴ、がん化学療法、ＮＳＴ、緩和、各診療科チームなど 

にも積極的に関与、病棟会議、病棟朝会への参加を進め、 

チームによる医療の質向上に努めてきました。 

４）茨城民医連城南病院の支援要請に応え、３名の薬剤師を 

１週間ずつ派遣しました。 

 

２２．．体体制制  2299名名  

職職種種      

薬剤師 ２５名 （うち、非常勤薬剤師１名） 

薬剤助手 ２名  

事務総合職 １名  

事務スタッフ １名  

（２）資格取得 

認定実務実習指導薬剤師、日本病院薬剤師会生涯研修認定

薬剤師、日本薬剤師研修センター認定薬剤師、外来がん治療

認定薬剤師、※栄養サポートチーム専門療法士、抗菌化学療

法認定薬剤師、緩和薬物療法認定薬剤師、糖尿病療養指導

士、介護支援専門員 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）採用医薬品数 １,４２６（２０１９年１２月） 

①新規採用医薬品数 ７７品目 

②医薬品在庫率 ５６.３２% (２０１８年は５７.５９%) 

③医薬品廃棄率 ０.２２２％（２０１８年は０.１３６％) 

（２）外来院内処方箋枚数 ３,４４７枚 

①院外発行率 平均９７.９％ 

②入院処方箋枚数 ５８,５６６枚 

③注射処方総数（Rp） ３１７,１５６件 

④注射セット件数（Rp） ２５２,７１２件 

注射セット率（Rp）７９.７% (２０１８年は８１.５％) 

（３）薬剤管理指導業務 他 

①入院服薬指導実人数 ８,８２６人 

（指導回数加算無含む １５,０３９回） 

②退院時薬剤管理指導数 ４,７３２人 

 

 

③病棟薬剤業務実施加算 １８,０４２件 

④薬剤総合評価調整加算 ２１３件 

（４）無菌調剤件数 

①ＴＰＮ無菌調製件数 ５６７件（２０１８年は７６２件） 

②外来化学療法件数 １,２８３件 

③入院化学療法件数 １８７件 

④無菌製剤処理（細胞毒性）件数 １,００５件 

⑤携帯型ディスポーザブル混注件数 １４件 

⑥院内製剤 ３２種に対応 

（５）がん患者指導管理料ハ １１３件 

①がん化学療法レジメン管理数 １７３件 

 （新規作成１８件 改定１５件 削除０件） 

１）呼吸器３６、消化器/２）大腸２８、３）胃２２、４）食道５、 

５）ＧＩＳＴ３、６）膵・胆９、７）肝５、８）小腸１）、９）乳腺２１、 

泌尿器/１０）膀胱４、１１）腎２、１２）前立腺２）、１３）悪性リン

パ腫・造血器２８、１４）婦人科１、１５）甲状腺１、１６）ＭＳＩ-Ｈ

igh１ 

（６）ＴＤＭ ６２件 

（７）ＤＩ業務 

①質疑応答 １８５件 

②ＤＩニュース １２回発行（№５９４～№６０５） 

③Ｐｈａｓｅ4 市販後臨床試験４ 副作用詳細調査 １０例 

（８）安全管理業務 

①副作用報告 

全日本民医連２７件、厚労省（ＰＭＤＡ）７件 

②医薬品副作用被害救済制度 申請４件／認定２件 

③プレアボイド報告 ５７１件、日本病院薬剤師会へ報告 

３０件 

④中毒対応件数 ２３件 

（９）抗菌薬適正使用支援チーム（Ｐ１５３参照） 

（１０）薬事委員会（Ｐ１７０参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（1）学会・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

３月 ・Ｃ型肝炎治療薬の評価 

６月 ・緩和ケア病棟におけるミルタザピンの有用性の

検討 

８月 ・入院中の減薬が適切であったか ～退院後の

実態調査～ 

・フォーミュラリー運用後の実態調査 ～ＰＰＴ 

フォーミュラリーを作成して～ 

（２）各種参加 

５月 第６２回日本糖尿病学会学術集会 

６月 第２２回日本医薬品情報学会総会・学術大会 

７月 第１７回日本臨床腫瘍学会学術大会２０１９ 

９月 第８回日本くすりと糖尿病学会学術集会 

１月 日本クリニカルパス学会学術集会 

２月 第３４回日本静脈経腸栄養学会学術集会 

薬薬剤剤科科 
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                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

科長 金泉恵美子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

正しい治療につながるよう検体採取から結果報告まで精度

管理の責任を担っています。院内の感染対策や抗菌薬適正

使用、輸血療法にも大きく関わりをもっています。法人内各院

所の一部検査を実施しています。 

  

２２．．体体制制  3344名名  

職職種種      

臨床検査技師 ３４名 （うち常勤職員２６名） 

 

＜専門資格＞ 人人数数  

細胞検査士 ５名 

認定超音波検査士（消化器） ５名 

認定超音波検査士（表在） ４名 

認定超音波検査士（心臓） ２名 

認定血液検査技師 ２名 

認定病理検査技師 １名 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）概要 

生理学的検査、血液学的検査、生化学的検査、免疫学的検 

査、一般検査、輸血関連の検査、細菌学的検査、病理学的 

検査を行っています。 

（２）実績 

①生化学検査機器、免疫検査機器の更新を行ったと同時 

期にフェリチンの院内測定化を導入しました。 

②院内での採血関連学習会を実施しました。 

③病理システムを導入して適正な精度管理が行えるように 

なりました。 

（３）臨床検査適正化委員会（Ｐ１６2 参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

埼玉県合同輸血療法委員会、埼玉県臨床検査技師会病理

検査・細胞検査・輸血検査・生理検査研究班の活動に参加し

ています。 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）病院リニューアルに向けて部門内の整備を行うとともに人 

材育成に力を入れていきます。 

（２）自然災害だけでなく感染症など緊急事態に対応できる体 

制を整えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検検査査科科 
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科長 福島 研 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）今年は手術室での医薬品の使用、払い出し、在庫管理 

の業務を開始しました。その他に、カルテの記録の改善、 

危険薬や注意を要する薬剤の安全管理の向上の取り組 

みを進めてきました。 

（２）引き続きキャンサーボードに分担して参加し、レジメンの 

検討、作成、個々の投与設計などに積極的に関わり、が 

ん患者指導管理料ハの算定に必要な業務本格的に進め 

られ、的確で安全ながん診療に参画してきました。 

（３）ＣＴ、がん化学療法、ＮＳＴ、緩和、各診療科チームなど 

にも積極的に関与、病棟会議、病棟朝会への参加を進め、 

チームによる医療の質向上に努めてきました。 

４）茨城民医連城南病院の支援要請に応え、３名の薬剤師を 

１週間ずつ派遣しました。 

 

２２．．体体制制  2299名名  

職職種種      

薬剤師 ２５名 （うち、非常勤薬剤師１名） 

薬剤助手 ２名  

事務総合職 １名  

事務スタッフ １名  

（２）資格取得 

認定実務実習指導薬剤師、日本病院薬剤師会生涯研修認定

薬剤師、日本薬剤師研修センター認定薬剤師、外来がん治療

認定薬剤師、※栄養サポートチーム専門療法士、抗菌化学療

法認定薬剤師、緩和薬物療法認定薬剤師、糖尿病療養指導

士、介護支援専門員 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）採用医薬品数 １,４２６（２０１９年１２月） 

①新規採用医薬品数 ７７品目 

②医薬品在庫率 ５６.３２% (２０１８年は５７.５９%) 

③医薬品廃棄率 ０.２２２％（２０１８年は０.１３６％) 

（２）外来院内処方箋枚数 ３,４４７枚 

①院外発行率 平均９７.９％ 

②入院処方箋枚数 ５８,５６６枚 

③注射処方総数（Rp） ３１７,１５６件 

④注射セット件数（Rp） ２５２,７１２件 

注射セット率（Rp）７９.７% (２０１８年は８１.５％) 

（３）薬剤管理指導業務 他 

①入院服薬指導実人数 ８,８２６人 

（指導回数加算無含む １５,０３９回） 

②退院時薬剤管理指導数 ４,７３２人 

 

 

③病棟薬剤業務実施加算 １８,０４２件 

④薬剤総合評価調整加算 ２１３件 

（４）無菌調剤件数 

①ＴＰＮ無菌調製件数 ５６７件（２０１８年は７６２件） 

②外来化学療法件数 １,２８３件 

③入院化学療法件数 １８７件 

④無菌製剤処理（細胞毒性）件数 １,００５件 

⑤携帯型ディスポーザブル混注件数 １４件 

⑥院内製剤 ３２種に対応 

（５）がん患者指導管理料ハ １１３件 

①がん化学療法レジメン管理数 １７３件 

 （新規作成１８件 改定１５件 削除０件） 

１）呼吸器３６、消化器/２）大腸２８、３）胃２２、４）食道５、 

５）ＧＩＳＴ３、６）膵・胆９、７）肝５、８）小腸１）、９）乳腺２１、 

泌尿器/１０）膀胱４、１１）腎２、１２）前立腺２）、１３）悪性リン

パ腫・造血器２８、１４）婦人科１、１５）甲状腺１、１６）ＭＳＩ-Ｈ

igh１ 

（６）ＴＤＭ ６２件 

（７）ＤＩ業務 

①質疑応答 １８５件 

②ＤＩニュース １２回発行（№５９４～№６０５） 

③Ｐｈａｓｅ4 市販後臨床試験４ 副作用詳細調査 １０例 

（８）安全管理業務 

①副作用報告 

全日本民医連２７件、厚労省（ＰＭＤＡ）７件 

②医薬品副作用被害救済制度 申請４件／認定２件 

③プレアボイド報告 ５７１件、日本病院薬剤師会へ報告 

３０件 

④中毒対応件数 ２３件 

（９）抗菌薬適正使用支援チーム（Ｐ１５３参照） 

（１０）薬事委員会（Ｐ１７０参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（1）学会・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

３月 ・Ｃ型肝炎治療薬の評価 

６月 ・緩和ケア病棟におけるミルタザピンの有用性の

検討 

８月 ・入院中の減薬が適切であったか ～退院後の

実態調査～ 

・フォーミュラリー運用後の実態調査 ～ＰＰＴ 

フォーミュラリーを作成して～ 

（２）各種参加 

５月 第６２回日本糖尿病学会学術集会 

６月 第２２回日本医薬品情報学会総会・学術大会 

７月 第１７回日本臨床腫瘍学会学術大会２０１９ 

９月 第８回日本くすりと糖尿病学会学術集会 

１月 日本クリニカルパス学会学術集会 

２月 第３４回日本静脈経腸栄養学会学術集会 

薬薬剤剤科科 
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                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

科長 金泉恵美子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

正しい治療につながるよう検体採取から結果報告まで精度

管理の責任を担っています。院内の感染対策や抗菌薬適正

使用、輸血療法にも大きく関わりをもっています。法人内各院

所の一部検査を実施しています。 

  

２２．．体体制制  3344名名  

職職種種      

臨床検査技師 ３４名 （うち常勤職員２６名） 

 

＜専門資格＞ 人人数数  

細胞検査士 ５名 

認定超音波検査士（消化器） ５名 

認定超音波検査士（表在） ４名 

認定超音波検査士（心臓） ２名 

認定血液検査技師 ２名 

認定病理検査技師 １名 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）概要 

生理学的検査、血液学的検査、生化学的検査、免疫学的検 

査、一般検査、輸血関連の検査、細菌学的検査、病理学的 

検査を行っています。 

（２）実績 

①生化学検査機器、免疫検査機器の更新を行ったと同時 

期にフェリチンの院内測定化を導入しました。 

②院内での採血関連学習会を実施しました。 

③病理システムを導入して適正な精度管理が行えるように 

なりました。 

（３）臨床検査適正化委員会（Ｐ１６2 参照） 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

埼玉県合同輸血療法委員会、埼玉県臨床検査技師会病理

検査・細胞検査・輸血検査・生理検査研究班の活動に参加し

ています。 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）病院リニューアルに向けて部門内の整備を行うとともに人 

材育成に力を入れていきます。 

（２）自然災害だけでなく感染症など緊急事態に対応できる体 

制を整えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検検査査科科 
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科長 松本茂 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

一般撮影装置、マンモグラフィ撮影装置、X 線TV 装置、CT

装置、MRI 装置、超音波装置、骨密度測定装置を有し、外来、

入院、健診の検査に携わっています。 

  

２２．．体体制制  3300名名  

職職種種     

診療放射線技師 ２６名 （うち常勤職員２４名） 

事務総合職 ４名 （非常勤職員） 

 

＜認定・資格＞ 人数 

放射線管理士 ４名 

放射線機器管理士 ２名 

検診マンモグラフィ撮影診療放射線技師 ５名 

超音波検査士（消化器） １名 

超音波検査士（体表臓器） １名 

乳腺超音波検査認定技師 ２名 

胃がん検診専門技師 １名 

胃がんＸ線検診技術部門Ｂ資格 ２名 

胃がんＸ線検診読影部門Ｂ資格 ２名 

Ｘ線ＣＴ認定技師 ３名 

  

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）特徴 

各診療科から依頼される各種検査および健診を中心に業務

を行っています。画像を提供するだけでなく、診療放射線技

師として医師による画像診断の補助に積極的に関わることを

目指し、CT、超音波検査、上下消化管検査では技師コメントを

読影レポートに記載しています。また、画像診断の結果が確

実に診療に活かされるよう放射線技師が読影レポートの内容

と受診状況を確認し、必要に応じて主治医に報告するフォロ

ー体制を確立し、毎日の業務としています。 

（２）施設取得認定 

①医療被ばく低減施設認定 

②マンモグラフィ検診施設・画像認定施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実績（２０１９年4 月～２０２０年３月） 

一般撮影 63,265 

ポータブル撮影 10,648 

乳房Ｘ線撮影 1,490 

骨塩定量測定 1,430 

ＣＴ 17,687 

ＭＲＩ 7,406 

Ｘ線ＴＶ 2,088 

血管造影 435 

超音波 6,628 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）５月 心臓ＭＲＩ教育プログラム １名参加 

（２）著作・論群・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

ＺＥＸＩＲＡの使用経験と検査被ばくの低減について 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）放射線画像診断科症例発表会をはじめモダリティごとの症 

例検討会を開催し、読影知識向上に取り組んでいきます。 

（２）各検査の読影フォローを継続的に行い検査結果が確実に 

診療に活かされるように取り組んでいきます。 

（３）医療被ばく低減認定施設として、医療被ばくの適正化、病 

院職員への教育、医療被ばく相談に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

放放射射線線画画像像診診断断科科 
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科長 吉田知行 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医学的リハビリテーション（以下、「リハビリ」）として、個々の

患者様に対し個人を尊重し、障害に対し心身の機能改善、生

活の質向上に向け、チーム医療として取り組みます。 

  

２２．．体体制制  6600名名  

職職種種      

理学療法士 ２９名  

作業療法士 ２２名  

言語聴覚士 ６名  

歯科衛生士 ２名  

事務総合職 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（1）特徴 

①回復期病棟 

急性期治療が終了した回復期の患者様に対しリハビリを 

実施します。障害が残存しても質の高い生活が行えるよ 

うにリハビリを提供します。 

②整形外科病棟 

入院直後及び手術後早期よりリハビリ開始します。退院後、 

能力が維持できるよう、退院後の生活を考えたリハビリを 

提供します。 

③内科病棟 

急性期の治療中及び治療後の患者様に対しリハビリを実 

施します。廃用症候群予防を行い、入院前の生活に戻れ 

るようリハビリを提供します。 

④外科病棟 

手術前後でリハビリを実施します。術前 呼吸リハビリや 

術後の廃用症候群予防など行い、入院前の生活に戻れ 

るようリハビリを提供します。 

⑤緩和ケア病棟 

終末期の患者様に対しリハビリを実施します。患者様・ご 

家族様の希望をかなえられるようリハビリを提供します。 

（２）実績 

①一般病棟 

・リハビリ介入率４９.４％ 

・入院３日以内介入率７２.４％ 

・入院７日以内介入率９３.７％ 

②回復期リハビリ病棟 

・実績指数４３.４８ 

・患者一人当たり 1 日提供単位数６.０単位 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１０月 ・当院内科病棟における心不全症例の早期介入

効果の検討 

・脳卒中患者の体幹機能とＡＤＬの相関分析と、体

幹機能以外の何がＡＤＬに関係しているかの探

索 

（２）第８回埼玉県がんリハビリテーション研修会 ４名参加 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）回復期病棟では日常生活能力の改善と入院期間の短縮

に取り組むとともに患者様の満足度向上に努めます。 

（２）内科・整形・外科病棟では早期リハビリ介入を行っていくと 

ともに、早期退院が図られるようなチーム医療を行っていき 

ます。 

（３）ＨＰＨの視点と治療に関わる歯科衛生士業務の構築を継 

続して行きます。 

（４）近隣施設との連携を強化します。 

（５）地域の方に対して運動教室を開催しフレイル予防を行っ 

ていきます。 

 

 

 

リリハハビビリリテテーーシショョンン技技術術科科 
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科長 松本茂 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

一般撮影装置、マンモグラフィ撮影装置、X 線TV 装置、CT

装置、MRI 装置、超音波装置、骨密度測定装置を有し、外来、

入院、健診の検査に携わっています。 

  

２２．．体体制制  3300名名  

職職種種     

診療放射線技師 ２６名 （うち常勤職員２４名） 

事務総合職 ４名 （非常勤職員） 

 

＜認定・資格＞ 人数 

放射線管理士 ４名 

放射線機器管理士 ２名 

検診マンモグラフィ撮影診療放射線技師 ５名 

超音波検査士（消化器） １名 

超音波検査士（体表臓器） １名 

乳腺超音波検査認定技師 ２名 

胃がん検診専門技師 １名 

胃がんＸ線検診技術部門Ｂ資格 ２名 

胃がんＸ線検診読影部門Ｂ資格 ２名 

Ｘ線ＣＴ認定技師 ３名 

  

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）特徴 

各診療科から依頼される各種検査および健診を中心に業務

を行っています。画像を提供するだけでなく、診療放射線技

師として医師による画像診断の補助に積極的に関わることを

目指し、CT、超音波検査、上下消化管検査では技師コメントを

読影レポートに記載しています。また、画像診断の結果が確

実に診療に活かされるよう放射線技師が読影レポートの内容

と受診状況を確認し、必要に応じて主治医に報告するフォロ

ー体制を確立し、毎日の業務としています。 

（２）施設取得認定 

①医療被ばく低減施設認定 

②マンモグラフィ検診施設・画像認定施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実績（２０１９年4 月～２０２０年３月） 

一般撮影 63,265 

ポータブル撮影 10,648 

乳房Ｘ線撮影 1,490 

骨塩定量測定 1,430 

ＣＴ 17,687 

ＭＲＩ 7,406 

Ｘ線ＴＶ 2,088 

血管造影 435 

超音波 6,628 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）５月 心臓ＭＲＩ教育プログラム １名参加 

（２）著作・論群・寄稿等（Ｐ１９４参照） 

ＺＥＸＩＲＡの使用経験と検査被ばくの低減について 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）放射線画像診断科症例発表会をはじめモダリティごとの症 

例検討会を開催し、読影知識向上に取り組んでいきます。 

（２）各検査の読影フォローを継続的に行い検査結果が確実に 

診療に活かされるように取り組んでいきます。 

（３）医療被ばく低減認定施設として、医療被ばくの適正化、病 

院職員への教育、医療被ばく相談に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

放放射射線線画画像像診診断断科科 
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                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

科長 吉田知行 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医学的リハビリテーション（以下、「リハビリ」）として、個々の

患者様に対し個人を尊重し、障害に対し心身の機能改善、生

活の質向上に向け、チーム医療として取り組みます。 

  

２２．．体体制制  6600名名  

職職種種      

理学療法士 ２９名  

作業療法士 ２２名  

言語聴覚士 ６名  

歯科衛生士 ２名  

事務総合職 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（1）特徴 

①回復期病棟 

急性期治療が終了した回復期の患者様に対しリハビリを 

実施します。障害が残存しても質の高い生活が行えるよ 

うにリハビリを提供します。 

②整形外科病棟 

入院直後及び手術後早期よりリハビリ開始します。退院後、 

能力が維持できるよう、退院後の生活を考えたリハビリを 

提供します。 

③内科病棟 

急性期の治療中及び治療後の患者様に対しリハビリを実 

施します。廃用症候群予防を行い、入院前の生活に戻れ 

るようリハビリを提供します。 

④外科病棟 

手術前後でリハビリを実施します。術前 呼吸リハビリや 

術後の廃用症候群予防など行い、入院前の生活に戻れ 

るようリハビリを提供します。 

⑤緩和ケア病棟 

終末期の患者様に対しリハビリを実施します。患者様・ご 

家族様の希望をかなえられるようリハビリを提供します。 

（２）実績 

①一般病棟 

・リハビリ介入率４９.４％ 

・入院３日以内介入率７２.４％ 

・入院７日以内介入率９３.７％ 

②回復期リハビリ病棟 

・実績指数４３.４８ 

・患者一人当たり 1 日提供単位数６.０単位 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１０月 ・当院内科病棟における心不全症例の早期介入

効果の検討 

・脳卒中患者の体幹機能とＡＤＬの相関分析と、体

幹機能以外の何がＡＤＬに関係しているかの探

索 

（２）第８回埼玉県がんリハビリテーション研修会 ４名参加 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）回復期病棟では日常生活能力の改善と入院期間の短縮

に取り組むとともに患者様の満足度向上に努めます。 

（２）内科・整形・外科病棟では早期リハビリ介入を行っていくと 

ともに、早期退院が図られるようなチーム医療を行っていき 

ます。 

（３）ＨＰＨの視点と治療に関わる歯科衛生士業務の構築を継 

続して行きます。 

（４）近隣施設との連携を強化します。 

（５）地域の方に対して運動教室を開催しフレイル予防を行っ 

ていきます。 

 

 

 

リリハハビビリリテテーーシショョンン技技術術科科 
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 部責主任 吉田順子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

食を通して「身も心も養う」という理念に基づき、チーム医療

の中での役割を発揮し、入院患者様への食事提供や栄養相

談、外来や在宅での栄養相談、地域での健康班会や料理教

室を行っています。また、各世代ステージに合わせた食生活

支援（各種教室等）を院内外で行っています。 

  

２２．．体体制制  4433名名  

職職種種      

管理栄養士  １４名 （うち常勤職員１０名） 

栄養士 １名  

調理師 １５名 （うち常勤職員１３名） 

非常勤職員 １３名 （調理補助１３、事務職１） 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

外来食事相談件数 ３,９２１件（月平均３２７件） 

入院食事相談件数 １,９５４件（月平均１６３件） 

集団食事相談件数 １４２（月平均１２件） 

在宅食事相談件数 １件 

入院患者食数 ２７６,０４７件（月平均２３,００４件） 

選択メニュー ２７,９３４件（月平均２,３２７件） 

特別食加算の割合 月平均３６.４% 

１食あたり食単価 月平均２９４円 

 

（２）活動内容 

①ＮＳＴ回診 週２回 

②乳児健診 週１回 

③子育て教室 年４回 

④離乳食教室・ベビーランチ 毎月１回 

⑤うぶ声学校 月２回（食事・栄養面でのサポート） 

⑥糖尿病はじめ外来 月４回 

⑦疾患別教室（肝臓病・呼吸器疾患等） 

⑧特定保健指導 

（３）給食システム 

安心、安全な食事を提供するために、ニュークックチルシス

テムを導入し、ＩＨ再加熱配膳カートを使用しています。 

 

 

 

 

 

 

４４．．レレスストトラランン虹虹のの森森  

病院直営のレストランとして、外来患者様・組合員さんなど

への食事・軽食等の提供や、福利厚生の一環として夜勤者・

当直者の朝食・夕食の提供をしています。また、『埼玉県健康

づくり協力店（注１）』として、地域の健康づくりも担っています。  

営業時間 ７：３０～１６：００ 

 

（１）体制 １３名 

職職種種      

栄養士 １名 （左記、栄養士と同人） 

非常勤職員 １２名  

（２）運営会議 

①体制 ８名（うち、組合員４名） 

②年間開催数 １２回（毎週第３火曜日） 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）栄養アセスメントからの早期介入で、絶食期間を減らし、低

栄養状態のリスクを改善していきます。また、新設された加

算を取りきるようすすめていきます。 

（２）病院リニューアルに向けて、給食システムの決定とそれに

伴う業務改善を行い、業務の標準化を図ります。 

（３）新入職員、経験年数の少ない職員に対して、教育訓練を 

進め、民医連の職員として力を発揮できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）『埼玉県健康づくり協力店』とは、埼玉県が管理する健康増進を目 

的とした取組みのことで、 一定の項目を満たした場合に認定される 

お店です。 

 

食食養養科科 
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                                      Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

科長 岡本雪子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）安心して使用できる医療機器の管理をします 

  医療機器の専門職として点検・修理等、ＭＥ機器管理を通 

して安全性、信頼性の高い医療機器の提供をします。 

（２）医療機器に関する事故ゼロを目指します 

予防保全やスタッフへの教育により医療機器に関連の事故 

を未然に防ぎ、機器関連の事故ゼロを目指します。 

（３）在宅療養をされる患者様へ支援します 

在宅療養される患者様やご家族へ装置の使用方法の説明 

を行い安心して療養生活が送れるよう支援します。 

  

２２．．体体制制  1111名名  

職職種種      

臨床工学技士 １１名  

 

＜専門資格＞ 人数 

透析技術認定士 ５名 

３学会合同呼吸療法認定士 ３名 

第２種ＭＥ技術者 ９名 

医療機器情報コミュニケーター(ＭＤＩＣ) １名 

 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１２月 ・カフェイン中毒患者への血液透析が奏功し 

た１例を経験して 

（２）外部研修等 

①日本消火器内視鏡技師学会への参加 

②埼玉医科大学総合医療センター出向研修 

③各種医療機器攻守会の参加 

(人工呼吸器・シリンジポンプ・透析機器など) 

④病床稼動率：９４.６％ 

⑤在宅復帰率：８８.１％ 

⑥重症患者回復率：７２.４％ 

⑦アウトカム評価（実績指数）：４３.６８ 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

医療機器に関する事故件数を削減できるよう努めます。在

宅医療機器を使用している患者へ在宅訪問などを行い、自宅

で安心して医療機器が使用できる環境を整えられるよう支援を

行います。またさらなる専門知識を身につけ、救急に対応でき

る能力を身につけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）２０１９年度ＭＥ科月報 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

ＭＥによる修理件数 5  12  4  8  5  11  27  21  8  19  9  12  141  

メーカーによる修理件数 1  7  12  13  10  10  8  11  5  4  11  3  95  

職員の不注意による機器破損件数 0  0  0  1  3  5  5  1  2  2  0  4  23  

装置の不具合による事故件数 1  4  2  0  0  0  5  3  0  0  0  2  17  

人工呼吸器(ＮＰＰＶ含)貸出件数 22  26  18  25  28  14  16  19  19  23  23  26  259  

ＨＯＴ指導件数 9  3  3  7  4  6  1  13  7  4  9  4  70  

ＣＰＡＰ指導件数 1  3  2  4  3  3  1  2  4  1  0  1  25  

在宅人工呼吸器指導件数 0  0  0  1  2  0  1  0  0  0  2  1  7  

その他ME機器指導件数 5  1  1  1  0  1  0  0  0  0  0  0  9  

ペースメーカ新規導入件数 2  1  2  4  2  0  3  1  1  2  0  0  18  

ペースメーカ交換件数 0  2  1  0  0  3  1  3  2  0  0  2  14  

自己血回収装置操作件数 0  1  0  0  0  1  2  0  3  2  0  0  9  

神経モニタリング操作件数 1  1  0  0  0  0  1  0  0  0  0  0  3  

ＭＭＥＥ科科 
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 部責主任 吉田順子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

食を通して「身も心も養う」という理念に基づき、チーム医療

の中での役割を発揮し、入院患者様への食事提供や栄養相

談、外来や在宅での栄養相談、地域での健康班会や料理教

室を行っています。また、各世代ステージに合わせた食生活

支援（各種教室等）を院内外で行っています。 

  

２２．．体体制制  4433名名  

職職種種      

管理栄養士  １４名 （うち常勤職員１０名） 

栄養士 １名  

調理師 １５名 （うち常勤職員１３名） 

非常勤職員 １３名 （調理補助１３、事務職１） 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

外来食事相談件数 ３,９２１件（月平均３２７件） 

入院食事相談件数 １,９５４件（月平均１６３件） 

集団食事相談件数 １４２（月平均１２件） 

在宅食事相談件数 １件 

入院患者食数 ２７６,０４７件（月平均２３,００４件） 

選択メニュー ２７,９３４件（月平均２,３２７件） 

特別食加算の割合 月平均３６.４% 

１食あたり食単価 月平均２９４円 

 

（２）活動内容 

①ＮＳＴ回診 週２回 

②乳児健診 週１回 

③子育て教室 年４回 

④離乳食教室・ベビーランチ 毎月１回 

⑤うぶ声学校 月２回（食事・栄養面でのサポート） 

⑥糖尿病はじめ外来 月４回 

⑦疾患別教室（肝臓病・呼吸器疾患等） 

⑧特定保健指導 

（３）給食システム 

安心、安全な食事を提供するために、ニュークックチルシス

テムを導入し、ＩＨ再加熱配膳カートを使用しています。 

 

 

 

 

 

 

４４．．レレスストトラランン虹虹のの森森  

病院直営のレストランとして、外来患者様・組合員さんなど

への食事・軽食等の提供や、福利厚生の一環として夜勤者・

当直者の朝食・夕食の提供をしています。また、『埼玉県健康

づくり協力店（注１）』として、地域の健康づくりも担っています。  

営業時間 ７：３０～１６：００ 

 

（１）体制 １３名 

職職種種      

栄養士 １名 （左記、栄養士と同人） 

非常勤職員 １２名  

（２）運営会議 

①体制 ８名（うち、組合員４名） 

②年間開催数 １２回（毎週第３火曜日） 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）栄養アセスメントからの早期介入で、絶食期間を減らし、低

栄養状態のリスクを改善していきます。また、新設された加

算を取りきるようすすめていきます。 

（２）病院リニューアルに向けて、給食システムの決定とそれに

伴う業務改善を行い、業務の標準化を図ります。 

（３）新入職員、経験年数の少ない職員に対して、教育訓練を 

進め、民医連の職員として力を発揮できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）『埼玉県健康づくり協力店』とは、埼玉県が管理する健康増進を目 

的とした取組みのことで、 一定の項目を満たした場合に認定される 

お店です。 

 

食食養養科科 
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科長 岡本雪子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）安心して使用できる医療機器の管理をします 

  医療機器の専門職として点検・修理等、ＭＥ機器管理を通 

して安全性、信頼性の高い医療機器の提供をします。 

（２）医療機器に関する事故ゼロを目指します 

予防保全やスタッフへの教育により医療機器に関連の事故 

を未然に防ぎ、機器関連の事故ゼロを目指します。 

（３）在宅療養をされる患者様へ支援します 

在宅療養される患者様やご家族へ装置の使用方法の説明 

を行い安心して療養生活が送れるよう支援します。 

  

２２．．体体制制  1111名名  

職職種種      

臨床工学技士 １１名  

 

＜専門資格＞ 人数 

透析技術認定士 ５名 

３学会合同呼吸療法認定士 ３名 

第２種ＭＥ技術者 ９名 

医療機器情報コミュニケーター(ＭＤＩＣ) １名 

 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学術・研究等の発表（Ｐ１８０参照） 

１２月 ・カフェイン中毒患者への血液透析が奏功し 

た１例を経験して 

（２）外部研修等 

①日本消火器内視鏡技師学会への参加 

②埼玉医科大学総合医療センター出向研修 

③各種医療機器攻守会の参加 

(人工呼吸器・シリンジポンプ・透析機器など) 

④病床稼動率：９４.６％ 

⑤在宅復帰率：８８.１％ 

⑥重症患者回復率：７２.４％ 

⑦アウトカム評価（実績指数）：４３.６８ 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

医療機器に関する事故件数を削減できるよう努めます。在

宅医療機器を使用している患者へ在宅訪問などを行い、自宅

で安心して医療機器が使用できる環境を整えられるよう支援を

行います。またさらなる専門知識を身につけ、救急に対応でき

る能力を身につけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）２０１９年度ＭＥ科月報 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

ＭＥによる修理件数 5  12  4  8  5  11  27  21  8  19  9  12  141  

メーカーによる修理件数 1  7  12  13  10  10  8  11  5  4  11  3  95  

職員の不注意による機器破損件数 0  0  0  1  3  5  5  1  2  2  0  4  23  

装置の不具合による事故件数 1  4  2  0  0  0  5  3  0  0  0  2  17  

人工呼吸器(ＮＰＰＶ含)貸出件数 22  26  18  25  28  14  16  19  19  23  23  26  259  

ＨＯＴ指導件数 9  3  3  7  4  6  1  13  7  4  9  4  70  

ＣＰＡＰ指導件数 1  3  2  4  3  3  1  2  4  1  0  1  25  

在宅人工呼吸器指導件数 0  0  0  1  2  0  1  0  0  0  2  1  7  

その他ME機器指導件数 5  1  1  1  0  1  0  0  0  0  0  0  9  

ペースメーカ新規導入件数 2  1  2  4  2  0  3  1  1  2  0  0  18  

ペースメーカ交換件数 0  2  1  0  0  3  1  3  2  0  0  2  14  

自己血回収装置操作件数 0  1  0  0  0  1  2  0  3  2  0  0  9  

神経モニタリング操作件数 1  1  0  0  0  0  1  0  0  0  0  0  3  

ＭＭＥＥ科科 

--113399--



埼玉協同病院 年報 2019 年 VOL.32（通巻第34 号） 

 

 

 

 

課長 小野秀敏 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）院内の施設設備管理、警備業務、清掃業務、バス運行管 

理業務を各委託業者と協力しながら行っています。 

（２）主な資格：ボイラー技士１級・２級、エネルギー管理員、危 

険物取扱者（乙４類）、大気関係公害防止主任者・水質関係 

公害防止主任者・高圧ガス製造保安責任者（液化酸素）甲 

種防火管理者、甲種防災管理者、建築物環境衛生管理技 

術者（ビル管理士）、第２種電気工事士。 

  

２２．．体体制制  33名名  

職職種種      

臨床工学技士 １名  

ボイラー技士 １名  

事務総合職 １名  

（業者） 施設：明新メンテナンス株式会社 

清掃：株式会社 ボイス 

警備：豊国警備保障株式会社 

バス：株式会社 エム・ビー 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

エネルギー使用量 前年比 

電気 ５,３１１,３２８kwh １００.５％ 

ガス ５２２,８８３  ９９.０％ 

水 ６６,４１５  ９８.３％ 

ＣＯ２排出量 ３,７３９ｔ １００.２％ 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）老朽化した施設設備の更新計画の立案と実施します。 

（２）エネルギー供給会社の検討、クリーンエネルギーの検討 

による環境負荷軽減します。 

（３）非常災害マニュアル、ＢＣＰマニュアルの改訂等、災害対 

策を強化し、災害に強い病院づくりをすすめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部責主任 田中紗代 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病院の医療収入の半分以上を入院診療で占める中、入院

で行われる医療行為を正確に、かつ漏れなくお金に変える事

は病院の経営にも大きく関ってきます。 

私たち入院医事課では、保険請求業務をはじめ、病棟運営

のためのデータ作成・分析、医師アシスト業務といった多岐に

わたる業務を担い、医師・看護師が治療・看護に集中できる環

境をつくり、患者様への質の高い医療の提供へつなげていき

たいと考えています。 

  

２２．．体体制制  1122名名  

職職種種      

事務総合職 ７名  

事務スタッフ ２名  

非常勤職員 ３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

①「経営的な側面から病棟運営について分析し、病棟予算 

達成へ繋がる提起がされている。」 

・入院期間の適正化のため、診療報酬改定の影響も含めた 

クリニカルパス修正を実施しました。また、病棟会議で退院 

期間確認及び分析を行うために、ＤＰＣⅡの期間を１日越 

えた患者の理由を調べ病棟会議、経営委員会で報告しま 

した。分析の力をつけるため、複数の職員がＭＥＤＩ-ＴＡＲ 

ＧＥＴの研修を受けました。 

・保険請求の査定削減のため、毎月の部会で返戻・減点の 

振り返りを行いました。 

・各病棟の病棟会議では、病棟事務が医長・看護長と共に 

病棟の課題を推進しました。経営面については、病棟事務 

が報告を行い、各病棟が予算達成に向けた取り組みを行う 

ことが出来ました。 

（２）病棟診療委員会（Ｐ１５８参照） 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）頼られる事務の育成。 

（２）分析・発信力の強化（ツールの活用・データで示し理解を 

得る）。 

（３）マネジメント力の強化（病棟運営・経営について医師・看護 

師と連携）。 

（４）医療の質の分析・課題発見・提起。 

（５）チーム医療への役割発揮（ファシリテーション能力）。 

 

環環境境管管理理課課 入入院院医医事事課課 
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課長 野村健二 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）急性期病院として機能発揮するため外来診療における課 

題抽出を行い、患者・病院職員にとって利用しやすい、働き 

やすい環境を整備します。 

（２）多職種と連携し質の高いケアを提供できる診療科運営を 

行います。 

（３）医師・看護師および関連部門と連携し、予算達成に向けた 

診療科マネジメントを行います。 

（４）多職種と連携し正確な保険請求を行います。 

（５）事務総合職としての職務への理解を深め、お互いに学び 

合い育ち合う組織作りを目指します。 

 

２２．．体体制制  5544名名  

職職種種      

事務総合職 １５名  

事務スタッフ ４名  

非常勤職員 ２２名  

当直事務 １３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

外来医事課の病院での役割は、①病院で行われる医療行

為をしっかりと収入につなげること、②医療の質や接遇の質を

維持するために国家資格を持つ医師をはじめとした集団をマ

ネジメント（会議運営・ファシリテーター）することなどがありま

す。 

 

（１）内科チーム（１４名：常勤７、スタッフ職員１、非常勤６） 

①内科急患外来 

・内科急患外来患者受け入れ、救急対応、転送時の対応、 

医師補助業務。 

②専門外来 

   ・糖尿病、呼吸器、循環器等、内科疾患の専門領域を扱う。 

・患者受入れ、予約管理、検査説明および案内。 

   ・チーム会議の運営。 

③内視鏡業務 

・内視鏡の予約管理、チーム運営。 

（２）外科チーム（１８名：常勤５、スタッフ職員２、非常勤１１） 

①皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科、外科、小児科、整形外科、 

泌尿器科、婦人科 

・各診療科の受付業務、予約管理、検査説明および案内。 

・各診療科会議の運営。 

（３）会計チーム（８名：常勤２、スタッフ職員1、非常勤５） 

①専門内科、婦人科、中央会計における患者窓口負担の 

計算 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）念書対応学習会（４月） 

（２）外科外来の特色について（８月） 

（３）福島視察からの報告（９月） 

（４）入院問診の聞き取り方（１０月） 

（５）自治体制度について（１１月） 

（６）感染症基礎知識（１月） 

（７）診療報酬改定学習 

（８）消化器疾患について 

（９）救急分野における胸腹部疾患 

（10）脂質異常症について 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）職員が安心して業務することができるよう職種間を超えた 

業務整理の実施、および体制整備を推進します。 

（２）多職種と連携し、診療科をはじめとしたチーム・委員会の 

マネジメントを行えるよう職員の育成を行います。 

（３）医療生協、民医連の理念を日常業務の中で実践できる人 

材育成をすすめます。 

 

 

 

外外来来医医事事課課 
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課長 小野秀敏 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）院内の施設設備管理、警備業務、清掃業務、バス運行管 

理業務を各委託業者と協力しながら行っています。 

（２）主な資格：ボイラー技士１級・２級、エネルギー管理員、危 

険物取扱者（乙４類）、大気関係公害防止主任者・水質関係 

公害防止主任者・高圧ガス製造保安責任者（液化酸素）甲 

種防火管理者、甲種防災管理者、建築物環境衛生管理技 

術者（ビル管理士）、第２種電気工事士。 

  

２２．．体体制制  33名名  

職職種種      

臨床工学技士 １名  

ボイラー技士 １名  

事務総合職 １名  

（業者） 施設：明新メンテナンス株式会社 

清掃：株式会社 ボイス 

警備：豊国警備保障株式会社 

バス：株式会社 エム・ビー 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

エネルギー使用量 前年比 

電気 ５,３１１,３２８kwh １００.５％ 

ガス ５２２,８８３  ９９.０％ 

水 ６６,４１５  ９８.３％ 

ＣＯ２排出量 ３,７３９ｔ １００.２％ 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）老朽化した施設設備の更新計画の立案と実施します。 

（２）エネルギー供給会社の検討、クリーンエネルギーの検討 

による環境負荷軽減します。 

（３）非常災害マニュアル、ＢＣＰマニュアルの改訂等、災害対 

策を強化し、災害に強い病院づくりをすすめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部責主任 田中紗代 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病院の医療収入の半分以上を入院診療で占める中、入院

で行われる医療行為を正確に、かつ漏れなくお金に変える事

は病院の経営にも大きく関ってきます。 

私たち入院医事課では、保険請求業務をはじめ、病棟運営

のためのデータ作成・分析、医師アシスト業務といった多岐に

わたる業務を担い、医師・看護師が治療・看護に集中できる環

境をつくり、患者様への質の高い医療の提供へつなげていき

たいと考えています。 

  

２２．．体体制制  1122名名  

職職種種      

事務総合職 ７名  

事務スタッフ ２名  

非常勤職員 ３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

①「経営的な側面から病棟運営について分析し、病棟予算 

達成へ繋がる提起がされている。」 

・入院期間の適正化のため、診療報酬改定の影響も含めた 

クリニカルパス修正を実施しました。また、病棟会議で退院 

期間確認及び分析を行うために、ＤＰＣⅡの期間を１日越 

えた患者の理由を調べ病棟会議、経営委員会で報告しま 

した。分析の力をつけるため、複数の職員がＭＥＤＩ-ＴＡＲ 

ＧＥＴの研修を受けました。 

・保険請求の査定削減のため、毎月の部会で返戻・減点の 

振り返りを行いました。 

・各病棟の病棟会議では、病棟事務が医長・看護長と共に 

病棟の課題を推進しました。経営面については、病棟事務 

が報告を行い、各病棟が予算達成に向けた取り組みを行う 

ことが出来ました。 

（２）病棟診療委員会（Ｐ１５８参照） 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）頼られる事務の育成。 

（２）分析・発信力の強化（ツールの活用・データで示し理解を 

得る）。 

（３）マネジメント力の強化（病棟運営・経営について医師・看護 

師と連携）。 

（４）医療の質の分析・課題発見・提起。 

（５）チーム医療への役割発揮（ファシリテーション能力）。 

 

環環境境管管理理課課 入入院院医医事事課課 
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課長 野村健二 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）急性期病院として機能発揮するため外来診療における課 

題抽出を行い、患者・病院職員にとって利用しやすい、働き 

やすい環境を整備します。 

（２）多職種と連携し質の高いケアを提供できる診療科運営を 

行います。 

（３）医師・看護師および関連部門と連携し、予算達成に向けた 

診療科マネジメントを行います。 

（４）多職種と連携し正確な保険請求を行います。 

（５）事務総合職としての職務への理解を深め、お互いに学び 

合い育ち合う組織作りを目指します。 

 

２２．．体体制制  5544名名  

職職種種      

事務総合職 １５名  

事務スタッフ ４名  

非常勤職員 ２２名  

当直事務 １３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

外来医事課の病院での役割は、①病院で行われる医療行

為をしっかりと収入につなげること、②医療の質や接遇の質を

維持するために国家資格を持つ医師をはじめとした集団をマ

ネジメント（会議運営・ファシリテーター）することなどがありま

す。 

 

（１）内科チーム（１４名：常勤７、スタッフ職員１、非常勤６） 

①内科急患外来 

・内科急患外来患者受け入れ、救急対応、転送時の対応、 

医師補助業務。 

②専門外来 

   ・糖尿病、呼吸器、循環器等、内科疾患の専門領域を扱う。 

・患者受入れ、予約管理、検査説明および案内。 

   ・チーム会議の運営。 

③内視鏡業務 

・内視鏡の予約管理、チーム運営。 

（２）外科チーム（１８名：常勤５、スタッフ職員２、非常勤１１） 

①皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科、外科、小児科、整形外科、 

泌尿器科、婦人科 

・各診療科の受付業務、予約管理、検査説明および案内。 

・各診療科会議の運営。 

（３）会計チーム（８名：常勤２、スタッフ職員1、非常勤５） 

①専門内科、婦人科、中央会計における患者窓口負担の 

計算 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）念書対応学習会（４月） 

（２）外科外来の特色について（８月） 

（３）福島視察からの報告（９月） 

（４）入院問診の聞き取り方（１０月） 

（５）自治体制度について（１１月） 

（６）感染症基礎知識（１月） 

（７）診療報酬改定学習 

（８）消化器疾患について 

（９）救急分野における胸腹部疾患 

（10）脂質異常症について 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）職員が安心して業務することができるよう職種間を超えた 

業務整理の実施、および体制整備を推進します。 

（２）多職種と連携し、診療科をはじめとしたチーム・委員会の 

マネジメントを行えるよう職員の育成を行います。 

（３）医療生協、民医連の理念を日常業務の中で実践できる人 

材育成をすすめます。 

 

 

 

外外来来医医事事課課 
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課長 大野弘文 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）情報システムの適切な運用を行います。 

（２）医療の安全性に寄与し、診断治療をバックアップできる 

情報システムを提供しています。 

（３）医療経営情報の把握できるシステムを開発し、医療の質 

の向上に貢献します。 

（４）資質の向上に努め、法令遵守をすすめます。 

  

２２．．体体制制  33名名  

職職種種      

事務総合職 ２名  

管理栄養士 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

２０１９年度はリハビリシステム、病理システム、内視鏡システ

ム、公文書システム、総合診療支援システムなど多くの新規シ

ステムの導入をしました。いままで電子化できていなかった業

務の電子化や、学会へのデータ提出など対応できるようにな

っています。 

病院建設に向けて環境管理課と一緒に、次期通信インフラ

を決めるプロポーザルを行い業者選定しました。 

（２）電子カルテ委員会（Ｐ１７１参照） 

電子カルテ委員会と連携し、次期電子カルテ選定の事務局

機能を担っています。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研究究会会等等のの記記録録  

（１）外部研修 

①電子カルテユーザーフォーラム 

②国際モダンホスピタルショー２０１９ 

③医療機関向けネットワークセミナー 

④富士フィルムメディカルセミナー２０１９ 

⑤医療ＩＴの今後ＦＨＩＲについて 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年度より建設に合わせて、次期インフラや電子カルテ

構築の議論が本格化していきます。ニーズに合わせて、当院

にとって無理のないバランスのよいシステム構築を目指してい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 渡部美代 

 

１１．．任任務務・・役役割割  

健康増進センターの運営を担当し、健康診断の予約から受

診、結果表作成、健診後フォローを行っています。 

 

２２．．体体制制  2222名名  

職職種種      

看護師 １名  

事務総合職 ４名  

事務スタッフ ４名  

非常勤職員 １３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）健康診断数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

健康づくり健診 ３１３件 

特定健診 ３,６３３件 

被ばく者健診 ６８件 

国保ドック ２,４１２件 

医療生協さいたまドック ８４９件 

じん肺健診 １４９件 

事業所健診 １０,４８７件 

協会けんぽ ６,１３６件 

職員健診 １,８３３件 

上記以外の健康診断 ５,１３２件 

合計 ３１,０１２件 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）質の向上及び精度管理をすすめます。 

（２）受診者の要望に応えます。 

（３）収益確保をめざします。 

（４）業務の効率化をすすめます。 

（５）健診後フォローの充実をすすめます。 

 

 

 

 

 

 

シシスステテムム管管理理課課 健健康康管管理理課課 

--114422--

                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

課長 菅原千明 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医師が専門的な知識・技能を生かして患者に安全・安心な

医療を提供するためには、各職種の適切な業務分担と連携が

必要です。医師アシスト課では医師の事務作業軽減に寄与す

る業務や医師の負担軽減に関する問題の調整等を行い、医

師が診療に専念できる環境を提供しています。 

 

２２．．体体制制  2255名名  

職職種種      

事務総合職 ３名  

事務スタッフ ５名  

非常勤職員・派遣社員 １７名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）医師の業務軽減  

医師事務作業補助者の配置を流動的に行うことによって業

務拡大や効率化につながりました。整形外科の学会発表に関

わる症例登録など医療の質向上のための業務を行いました。 

医師サマリーや診断書等、月間約１,１００件の代行入力を行っ

ています。今年度は文書作成システムを導入し、文書完成ま

での時間短縮ができました。 

（２）チーム医療への役割 

病棟では予定入院患者の検査・手術の情報確認、クリニカ

ルパスの適用、退院患者の書類準備などを中心に、迅速な対

応に努めました。外来では内科、整形外科診察室で検査・処

置・手術・他院紹介の手配など、円滑な外来診療のための支

援を行いました。 

（３）図書室 

担当職員１名を配置しています。図書の貸し出しや蔵書管

理、相互貸借、レファレンス等の業務を行っています。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学習会 

①介護保険制度について 

②身体障害者福祉法について 

③整形外科固定具について 

④糖尿病疾患について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）専門職としての医師事務作業補助者を目指します。 

医学的知識・社会保障制度知識の向上、事務処理能力の向 

上や他業務研修の推進を行います。 

（２）医師事務作業補助者の効果的な活用を行います。 

医師が診療に専念できる環境の整備や医師の機会損失コ 

ストを考慮した業務整備をさらに進めます。 

（３）チーム医療への役割を発揮します。 

医師と他職種をつなぐポジショニングの確立を目指します。 

（４）適切な診療支援で患者の満足度を向上します。 

（５）新専門医制度の開始に伴い、図書室の整備をすすめて 

いきます。 

 

 

 

 

 

医医師師アアシシスストト課課 
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課長 大野弘文 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）情報システムの適切な運用を行います。 

（２）医療の安全性に寄与し、診断治療をバックアップできる 

情報システムを提供しています。 

（３）医療経営情報の把握できるシステムを開発し、医療の質 

の向上に貢献します。 

（４）資質の向上に努め、法令遵守をすすめます。 

  

２２．．体体制制  33名名  

職職種種      

事務総合職 ２名  

管理栄養士 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）実績 

２０１９年度はリハビリシステム、病理システム、内視鏡システ

ム、公文書システム、総合診療支援システムなど多くの新規シ

ステムの導入をしました。いままで電子化できていなかった業

務の電子化や、学会へのデータ提出など対応できるようにな

っています。 

病院建設に向けて環境管理課と一緒に、次期通信インフラ

を決めるプロポーザルを行い業者選定しました。 

（２）電子カルテ委員会（Ｐ１７１参照） 

電子カルテ委員会と連携し、次期電子カルテ選定の事務局

機能を担っています。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研究究会会等等のの記記録録  

（１）外部研修 

①電子カルテユーザーフォーラム 

②国際モダンホスピタルショー２０１９ 

③医療機関向けネットワークセミナー 

④富士フィルムメディカルセミナー２０１９ 

⑤医療ＩＴの今後ＦＨＩＲについて 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

２０２０年度より建設に合わせて、次期インフラや電子カルテ

構築の議論が本格化していきます。ニーズに合わせて、当院

にとって無理のないバランスのよいシステム構築を目指してい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 渡部美代 

 

１１．．任任務務・・役役割割  

健康増進センターの運営を担当し、健康診断の予約から受

診、結果表作成、健診後フォローを行っています。 

 

２２．．体体制制  2222名名  

職職種種      

看護師 １名  

事務総合職 ４名  

事務スタッフ ４名  

非常勤職員 １３名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）健康診断数（２０１９年４月～２０２０年３月） 

健康づくり健診 ３１３件 

特定健診 ３,６３３件 

被ばく者健診 ６８件 

国保ドック ２,４１２件 

医療生協さいたまドック ８４９件 

じん肺健診 １４９件 

事業所健診 １０,４８７件 

協会けんぽ ６,１３６件 

職員健診 １,８３３件 

上記以外の健康診断 ５,１３２件 

合計 ３１,０１２件 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）質の向上及び精度管理をすすめます。 

（２）受診者の要望に応えます。 

（３）収益確保をめざします。 

（４）業務の効率化をすすめます。 

（５）健診後フォローの充実をすすめます。 

 

 

 

 

 

 

シシスステテムム管管理理課課 健健康康管管理理課課 
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                                       Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

課長 菅原千明 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医師が専門的な知識・技能を生かして患者に安全・安心な

医療を提供するためには、各職種の適切な業務分担と連携が

必要です。医師アシスト課では医師の事務作業軽減に寄与す

る業務や医師の負担軽減に関する問題の調整等を行い、医

師が診療に専念できる環境を提供しています。 

 

２２．．体体制制  2255名名  

職職種種      

事務総合職 ３名  

事務スタッフ ５名  

非常勤職員・派遣社員 １７名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）医師の業務軽減  

医師事務作業補助者の配置を流動的に行うことによって業

務拡大や効率化につながりました。整形外科の学会発表に関

わる症例登録など医療の質向上のための業務を行いました。 

医師サマリーや診断書等、月間約１,１００件の代行入力を行っ

ています。今年度は文書作成システムを導入し、文書完成ま

での時間短縮ができました。 

（２）チーム医療への役割 

病棟では予定入院患者の検査・手術の情報確認、クリニカ

ルパスの適用、退院患者の書類準備などを中心に、迅速な対

応に努めました。外来では内科、整形外科診察室で検査・処

置・手術・他院紹介の手配など、円滑な外来診療のための支

援を行いました。 

（３）図書室 

担当職員１名を配置しています。図書の貸し出しや蔵書管

理、相互貸借、レファレンス等の業務を行っています。 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）学習会 

①介護保険制度について 

②身体障害者福祉法について 

③整形外科固定具について 

④糖尿病疾患について 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）専門職としての医師事務作業補助者を目指します。 

医学的知識・社会保障制度知識の向上、事務処理能力の向 

上や他業務研修の推進を行います。 

（２）医師事務作業補助者の効果的な活用を行います。 

医師が診療に専念できる環境の整備や医師の機会損失コ 

ストを考慮した業務整備をさらに進めます。 

（３）チーム医療への役割を発揮します。 

医師と他職種をつなぐポジショニングの確立を目指します。 

（４）適切な診療支援で患者の満足度を向上します。 

（５）新専門医制度の開始に伴い、図書室の整備をすすめて 

いきます。 

 

 

 

 

 

医医師師アアシシスストト課課 
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課長 小池綾一 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病院で使用する、医療材料･伝票類(印刷物)･事務用品など

の購買業務を行っています。また、診療報酬改定や高額機器

購入時には価格交渉を実施し費用削減を行い、ベンチマーク

活用による価格低減を実施しております。  

  

 

２２．．体体制制  22名名  

職職種種      

事務総合職 ２名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

医療材料に関わる費用の削減をし、経営の改善をめざしま

した。 

（１）診療報酬、償還価格引下げの影響率９０％以上の回復。 

４月経過措置改定分遡及額 ▲５５４,７２１円 

７月経過措置改定分遡及額 ▲４２７,５１３円 

１０月～１２月マイナス改定分遡及額 
▲７５３,８４７円 

（達成率９９.５％) 

プラス改定分年間利益 
１２,２３５,０２１円 

(達成率１０１.７％) 

（２）各部門のデットストック(６ヶ月以上の長期滞留品)や期限切 

れを可視化し、定数適正化を図り費用軽減しました。 

①長期滞留品（全体）金額 

・３,０００,５９７円→１,２４１,８９３円（達成率１１７.３％） 

②定数見直しにより適正定数（全体） 

・品目数 ５,３００品目→４,７９５品目 

・金額   ２３,３３６,０３３円→２０,８１４,１５９円 

 

４４．．教教育育、、研研修修、、研研究究活活動動  

（１）全日本民医連 医療材料購入担当者会議に参加 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）償還改定がありベンチマークによる価格交渉で費用削減 

を追求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 熊倉正明 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

組合員活動課は、住民の「健康で安心した暮らし」を実現し

ていくために、医療生協の活動を知らせ、「参画」してもらい、

全職員や他団体の協力のもと、社会に働きかけ、「地域まるご

と健康づくり」を目指しています。 

  

２２．．体体制制  55名名  

職職種種      

事務総合職 ３名  

管理栄養士 １名  

非常勤職員 １名  

 

３３．．地地域域担担当当 

南部Ａブロック 

（１０支部） 

木曽呂・東内野、神根東、道合・神

戸、根岸、源左衛門、芝北、柳崎、芝

南、伊刈・芝、芝西 

南部Ｂブロック 

（７支部） 

差間、戸塚中央、戸塚南、東川口、 

安行、安行慈林、新郷 

東部地区 

（１１支部） 

草加、八潮、三郷、吉川、越谷、松

伏、庄和、春日部中央、春日部北、春

日部東、春日部南 

 

４４．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）支部でフレイル予防教室に取り組みました。                              

（Ａブロック：４/１０、Ｂブロック：５/７、東部地区：３/11） 

（２）職員が、「健康ひろば」「安心ルーム」「くらしサポーター制 

度」の３つの取り組みを紹介できる「地域活動の案内」を作 

成し、活用が開始しました。                                        

（３）「推進員制度の試行」がスタートし、支部の活動支援と担い 

手探しが始まりました。 

（４）新患（新規加入者）に医療生協の事業と運動の特徴をお 

知らせする「ウェルカムパーティー」を開催しました。                                                          

（５）「埼玉協同病院リニューアル」「ケアステーションかしの木」 

建設」の建設委員会では、組合員との検討が始まりました。 

  

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）フレイル予防に取り組みで地域の「健康づくり」「保健予防」 

に寄与します。患者（利用組合員）に地域の医療生協活動 

を知らせ、参加に繋げていきます。 

（２）推進員の役割を発揮し、支部の担い手を拡げていきます。 

（３）「埼玉協同病院リニューアル」「ケアステーションかしの木 

建設」を地域に伝え、多くの人に建設運動に参加してもらい 

ます。 

資資材材課課 組組合合員員活活動動課課 
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                                     Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

課長 松川淳 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）職員のサポート部門として、給与・福利厚生、社会保険関

連など、働くために必要な環境や制度についてサポートして

います。就労システムについての問い合わせや、集計・点検

など勤怠・給与を取り扱っています。また、院内の会議室やパ

ソコンなどの貸出用物品の管理を行い、会議や学習会などの

環境面をサポートしたり、郵便物や宅配物の受付と仕分け、機

関紙誌の配布を行い、職員への情報提供が速やかに行われ

るよう支援しています。 

（２）「困ったときは総務課に」となれるよう広範な守備範囲と気

軽さを目指してきました。職員寮における相談、家族を健康保

険の扶養に加入させる手続きや出資金の手続き、落とし物の

問い合わせなど様々な用件で窓口に訪れます。患者さんが

使用する院内の公衆電話、病室のテレビ、院内床屋さん、売

店や自動販売機、観賞用植物（エコロジーガーデン）の窓口を

行っています。 

（３）看護学生対応の専任を配置し、インターンシップや奨学生

の対応はもとより、看護協会や院内の看護体制等について担

当しています。 

 

２２．．体体制制  55名名  

職職種種    

事務総合職 ３名 

事務スタッフ １名 

非常勤職員 １名 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①職員からの要望を聴きそれらを改善することで働きやす 

い環境づくりを行ってきました。 

・環境・制度面の改善点を探る退職者からのアンケートを 

実施する準備ができました。２０２０年度から実践します。 

・更衣室の拡大と環境面での改善を行ってきました。 

②就労システムの導入により「働き方改革」に対応し、超過 

勤務と有給休暇の管理が各部門でできるよう支援してきまし 

た。 

・医局を除き、就労システムを導入しました。１１月のテスト 

導入から２月の本稼働まで短期間のうちに、２６回の説明  

会で３４０人を超える職員に伝達してきました。 

  ・本部の協力を得て有給休暇取得状況リスト、超過勤務リス 

   トを作成し、管理者と部門責任者が閲覧できるフォルダー  

を作成し収納しました。また、就労システムからリアルタイ 

ムでそれらの状況が把握できることを伝えてきました。 

 

 

③働くもののための法令や規則を学び、職員へ正しい情報 

を伝達するよう努めてきました。 

・総務課発行の「通船堀」を年間 15 回発行してきました。 

・総務課職員の力量アップを行うため、研修会やセミナー 

に参加してきました。研修会・セミナーの内容は部会で共 

有し、相談者に必要な情報が提供できるようにしてきまし 

た。 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）退職者アンケートなど職員の働く環境や制度について要 

望を収集します。 

（２）各種書類を紙ベースからデータベースに移行します。 

（３）各部門間でハザマとなっているモノを積極的に拾い上げ 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総総務務課課 
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課長 小池綾一 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

病院で使用する、医療材料･伝票類(印刷物)･事務用品など

の購買業務を行っています。また、診療報酬改定や高額機器

購入時には価格交渉を実施し費用削減を行い、ベンチマーク

活用による価格低減を実施しております。  

  

 

２２．．体体制制  22名名  

職職種種      

事務総合職 ２名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

医療材料に関わる費用の削減をし、経営の改善をめざしま

した。 

（１）診療報酬、償還価格引下げの影響率９０％以上の回復。 

４月経過措置改定分遡及額 ▲５５４,７２１円 

７月経過措置改定分遡及額 ▲４２７,５１３円 

１０月～１２月マイナス改定分遡及額 
▲７５３,８４７円 

（達成率９９.５％) 

プラス改定分年間利益 
１２,２３５,０２１円 

(達成率１０１.７％) 

（２）各部門のデットストック(６ヶ月以上の長期滞留品)や期限切 

れを可視化し、定数適正化を図り費用軽減しました。 

①長期滞留品（全体）金額 

・３,０００,５９７円→１,２４１,８９３円（達成率１１７.３％） 

②定数見直しにより適正定数（全体） 

・品目数 ５,３００品目→４,７９５品目 

・金額   ２３,３３６,０３３円→２０,８１４,１５９円 

 

４４．．教教育育、、研研修修、、研研究究活活動動  

（１）全日本民医連 医療材料購入担当者会議に参加 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）償還改定がありベンチマークによる価格交渉で費用削減 

を追求します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 熊倉正明 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

組合員活動課は、住民の「健康で安心した暮らし」を実現し

ていくために、医療生協の活動を知らせ、「参画」してもらい、

全職員や他団体の協力のもと、社会に働きかけ、「地域まるご

と健康づくり」を目指しています。 

  

２２．．体体制制  55名名  

職職種種      

事務総合職 ３名  

管理栄養士 １名  

非常勤職員 １名  

 

３３．．地地域域担担当当 

南部Ａブロック 

（１０支部） 

木曽呂・東内野、神根東、道合・神

戸、根岸、源左衛門、芝北、柳崎、芝

南、伊刈・芝、芝西 

南部Ｂブロック 

（７支部） 

差間、戸塚中央、戸塚南、東川口、 

安行、安行慈林、新郷 

東部地区 

（１１支部） 

草加、八潮、三郷、吉川、越谷、松

伏、庄和、春日部中央、春日部北、春

日部東、春日部南 

 

４４．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）支部でフレイル予防教室に取り組みました。                              

（Ａブロック：４/１０、Ｂブロック：５/７、東部地区：３/11） 

（２）職員が、「健康ひろば」「安心ルーム」「くらしサポーター制 

度」の３つの取り組みを紹介できる「地域活動の案内」を作 

成し、活用が開始しました。                                        

（３）「推進員制度の試行」がスタートし、支部の活動支援と担い 

手探しが始まりました。 

（４）新患（新規加入者）に医療生協の事業と運動の特徴をお 

知らせする「ウェルカムパーティー」を開催しました。                                                          

（５）「埼玉協同病院リニューアル」「ケアステーションかしの木」 

建設」の建設委員会では、組合員との検討が始まりました。 

  

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）フレイル予防に取り組みで地域の「健康づくり」「保健予防」 

に寄与します。患者（利用組合員）に地域の医療生協活動 

を知らせ、参加に繋げていきます。 

（２）推進員の役割を発揮し、支部の担い手を拡げていきます。 

（３）「埼玉協同病院リニューアル」「ケアステーションかしの木 

建設」を地域に伝え、多くの人に建設運動に参加してもらい 

ます。 

資資材材課課 組組合合員員活活動動課課 
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                                     Ⅳ.部門の活動状況 

 

 

 

 

課長 松川淳 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

（１）職員のサポート部門として、給与・福利厚生、社会保険関

連など、働くために必要な環境や制度についてサポートして

います。就労システムについての問い合わせや、集計・点検

など勤怠・給与を取り扱っています。また、院内の会議室やパ

ソコンなどの貸出用物品の管理を行い、会議や学習会などの

環境面をサポートしたり、郵便物や宅配物の受付と仕分け、機

関紙誌の配布を行い、職員への情報提供が速やかに行われ

るよう支援しています。 

（２）「困ったときは総務課に」となれるよう広範な守備範囲と気

軽さを目指してきました。職員寮における相談、家族を健康保

険の扶養に加入させる手続きや出資金の手続き、落とし物の

問い合わせなど様々な用件で窓口に訪れます。患者さんが

使用する院内の公衆電話、病室のテレビ、院内床屋さん、売

店や自動販売機、観賞用植物（エコロジーガーデン）の窓口を

行っています。 

（３）看護学生対応の専任を配置し、インターンシップや奨学生

の対応はもとより、看護協会や院内の看護体制等について担

当しています。 

 

２２．．体体制制  55名名  

職職種種    

事務総合職 ３名 

事務スタッフ １名 

非常勤職員 １名 

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）総括 

①職員からの要望を聴きそれらを改善することで働きやす 

い環境づくりを行ってきました。 

・環境・制度面の改善点を探る退職者からのアンケートを 

実施する準備ができました。２０２０年度から実践します。 

・更衣室の拡大と環境面での改善を行ってきました。 

②就労システムの導入により「働き方改革」に対応し、超過 

勤務と有給休暇の管理が各部門でできるよう支援してきまし 

た。 

・医局を除き、就労システムを導入しました。１１月のテスト 

導入から２月の本稼働まで短期間のうちに、２６回の説明  

会で３４０人を超える職員に伝達してきました。 

  ・本部の協力を得て有給休暇取得状況リスト、超過勤務リス 

   トを作成し、管理者と部門責任者が閲覧できるフォルダー  

を作成し収納しました。また、就労システムからリアルタイ 

ムでそれらの状況が把握できることを伝えてきました。 

 

 

③働くもののための法令や規則を学び、職員へ正しい情報 

を伝達するよう努めてきました。 

・総務課発行の「通船堀」を年間 15 回発行してきました。 

・総務課職員の力量アップを行うため、研修会やセミナー 

に参加してきました。研修会・セミナーの内容は部会で共 

有し、相談者に必要な情報が提供できるようにしてきまし 

た。 

 

４４．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）退職者アンケートなど職員の働く環境や制度について要 

望を収集します。 

（２）各種書類を紙ベースからデータベースに移行します。 

（３）各部門間でハザマとなっているモノを積極的に拾い上げ 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総総務務課課 
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主任 丸岡京子 

 

１１．．任任務務、、役役割割  

医療生協さいたまに勤務する職員のお子様を保育していま

す。産休明けから２歳児までを中心に０歳、１歳、２歳以上の３

つのクラスに分け保育を行っています。夜間、休日、臨時保育、

病児・病後児保育も行っています。よく遊び、よく食べ、よく眠

る、を３本柱に心身ともに健やかに元気に過ごせる子どもを目

指しています。 

  

２２．．体体制制  1199名名  

職職種種      

保育士 １５名 （うち常勤職員４名） 

保育助手                             ３名  

調理師 １名  

 

３３．．概概要要、、特特徴徴、、特特色色  

（１）利用者の要望に応え、保護者を対象に保育参観を２回行 

いました。保育の内容や子どもの様子、また保護者の思い 

を直接聞き取れる場をもうけました。保育所での生活やお友 

達との関わりなど成長した様子をみることで、保護者との共 

通理解を深めることができました。保護者からは「様子を見 

ることができ、安心して働ける」との声が多く聞かれました。 

（２）職員の子育て支援として、全職員を対象に子育てセミナー 

「勇気づけの子育て」を開催しました。子育てに前向きに取 

り組めるような子育てに関する情報提供や参加者の交流を 

図りました。９月から計６回行い、参加延べ数は１０３名で、 

「参考になった」との感想が多く、好評でした。 

（３）散歩中の安全対策として、安全マップを作成しました。散 

歩のコースにより、危険なところをマップに記入し、職員間 

で共有しました。散歩時での安全意識が高まりました。 

（４）改定されたアレルギーガイドラインを学習し、食物アレル 

ギーや喘息やアトピー等アレルギー疾患児の対応の基礎 

知識を学びました。知識を深め、アレルギー対策の強化を 

図りました。 

（５）実績 

①在籍児数：３８人 

②臨時保育児実数：７８人 

（年間延べ数１,４６２人、月平均１２１人） 

③夜間保育児実数：２０人 

（年間延べ数４８２人、月平均４０人） 

④病児・病後児保育実数：１８名 

（年間延べ数３６人、月平均３人） 

 

 

 

 

４４．．学学術術・・研研究究、、講講演演、、研研修修会会等等のの記記録録  

（１）発達支援サポーター養成講座 ８名受講 

（２）外部研修 １０名受講 

 

５５．．今今後後のの展展望望・・次次年年度度にに向向けけてて  

（１）感染症対策を強化して子どもの安全を守ります 

（２）専門職としての力量アップを目指します。 

（３）地域や職員のニーズに合わせた子育て支援を目指します。 

 

 

 

 

つつくくしし保保育育園園 
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Ⅴ.委員会等活動状況 
2019 年 4 月～2020 年 3 月 


